
コ

ノレ

チ

考

－
一
十
六
世
紀
イ
ラ
ン
の
近
衛
兵
制
度

羽

田

正

【
要
約
】
　
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
一
朝
時
代
に
使
用
さ
れ
た
ト
ル
コ
・
モ
ソ
．
コ
ル
語
起
源
の
術
語
の
一
つ
に
「
コ
ル
チ
」
が
あ
る
。
同
時
代
史
料
に
頻
出
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
語
の
語
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
研
究
者
間
で
意
見
が
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
第
一
に
、
十
六
世
紀
末
に
断
行
さ
れ
た
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
以
前
の
コ
ル
チ
が
近
衛
兵
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
時
期
の
コ
ル
チ
軍
が
有
し
た
諸
特
徴
を
で
き
る
限
り
網
羅
的
に
検
討
し
、
そ
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
代
に
な
っ
て
も
な
お
連
綿
と
生
き
続
け
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
か
ら
の
遊
牧
民
的
伝
統
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
に
よ
っ
て
、
コ
ル
チ
軍
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
検
討
す
る
為
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
七
巻
三
号
　
一
九
八
四
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

コルチ考（羽田）

　
ト
ル
コ
人
、
そ
し
て
特
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
西
ア
ジ
ア
侵
入
以
後
に
著
さ
れ
た
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
を
利
用
す
る
際
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
の
が
、

史
料
中
に
現
わ
れ
る
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
語
起
源
の
術
語
で
あ
る
。
イ
ル
・
ハ
ン
国
滅
亡
後
百
数
十
年
を
経
て
成
立
す
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
国

家
の
時
代
に
も
こ
の
種
の
言
葉
は
、
特
に
官
職
・
称
号
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ヤ
サ
ウ
ル
岩
置
戸
、
ブ
カ
ウ
ル
び
q
菰
繊
、
そ
れ
に
ハ
ソ

9
昌
な
ど
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
官
職
、
称
号
の
大
半
が
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
語
起
源
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
ほ
ど
で
、
こ
れ
ら
の
術
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
時
代
イ
ラ
ン
の
政
治
史
、
制
度
史
を
把
握
す
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る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
種
の
言
葉
の
語
義
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
遊

牧
民
が
与
え
た
影
響
を
考
え
る
際
に
一
つ
の
魅
力
あ
る
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
筆
者
は
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
術
語
の
一
つ
と
し
て
コ
ル
チ
ゆ
ミ
警
と
い
う
語
を
取
り
上
げ
、
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
人
々
の
集
団
が

ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
期
間
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
初
代
の
王
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
の
時
代
（
一
五
〇
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
）
に
限
っ
て
部
分
的
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
集
団
が
シ
ャ
ー
（
王
）
の
近
衛
兵
的
な
存
在
で
あ
り
、
ト
ル
コ
π
ン
各
部
族
か
ら

選
ば
れ
て
シ
ャ
ー
に
直
接
仕
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
そ
の
際
得
ら
れ
た
一
応
の
結
論
で
あ
る
。
そ
の
後
時
代
を
下
り
十
七
世
紀
中

頃
ま
で
の
ペ
ル
シ
ア
語
年
代
記
や
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
記
録
を
系
統
的
に
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
政
治

史
、
軍
制
史
上
に
お
い
て
こ
の
集
団
が
果
た
し
た
役
割
が
当
初
考
え
て
い
た
以
上
に
極
め
て
大
き
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ
は
、
従
来
確
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
史
料
的
裏
付
け
の
な
い
ま
ま
解
説
の
み
が
先
行
し
て
い
た
感
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
の
解
釈
に
直
接
関
わ
っ
て
く

る
問
題
で
、
こ
の
改
革
自
体
を
正
し
く
把
え
る
際
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
こ
の
コ
ル
チ
に
つ
い
て
、
考
察
期
間
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
国
家
の
成
立
か
ら
十
六
世
紀
末
に
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
シ
ャ
ー
・
ア

ッ
バ
ー
ス
の
改
革
直
前
ま
で
お
よ
そ
九
十
年
と
し
、
二
つ
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
間

で
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
の
語
の
史
料
上
の
語
義
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
の
意
味
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
研
究
に
先
立
つ
基
礎
的
作
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
期
間
の
コ
ル
チ
集
団
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
性
格
を
文
献
史
料

に
よ
っ
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ッ
パ
～
ス
の
改
革
の
結
果
こ
の
集
団
が
如
何
に
変
容
し
た
の
か
を
探
り
改
革
の
持
つ
意
義
を

考
え
る
為
に
、
ま
ず
こ
の
集
団
の
原
型
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
十
六
世
紀
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
！
朝

国
家
の
軍
制
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
ろ
う
。

　
な
お
本
稿
で
用
い
る
主
要
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
国
ω
”
　
O
蔓
9
1
目
塞
－
】
）
冒
に
乏
9
1
呂
帥
白
岩
警
冒
守
ミ
点
受
ミ
雪
女
魯
ミ
§
幾
ミ
ふ
a
ミ
る
α
．
∪
多
望
。
り
沖
携
膏
雨
ぐ
9
9
日
㊦
げ
。
冨
昌
一
ω
。
。
G
。
・
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｝
H
”
　
鵡
瞭
蔭
麟
例
置
㊦
棲
そ
一
・
ヘ
メ
4
ー
ヘ
ー
、
マ
海
。
ヨ
の
．
リ
コ
ユ
怠
ω
げ
び
笹
H
ρ
H
《
（
眞
引
「
じ
d
ピ
伴
扁
傘
融
）
”
○
罫
ω
ト
っ
心
G
Q
・

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

↓
6
”
　
ω
似
び
月
ρ
げ
B
四
。
ワ
℃
0
㊤
｛
9
＜
凶
M
↓
騒
職
蘭
臓
早
黛
画
⑦
幽
砕
誉
§
嵩
翫
恥
特
℃
0
9
℃
・
鵠
。
貝
P
σ
δ
U
⑦
巳
【
毛
郎
H
決
σ
q
閃
①
淳
Φ
p
創
①
ω
ω
o
財
曾
げ
8
カ
日
B
g
o
。
℃
＜
o
⇒
勺
Φ
H
，

　
　
　
　
ω
冨
P
§
映
Q
恥
昏
（
H
c
◎
⑩
O
）
”
o
り
．
α
①
ω
－
①
心
り
●

乞
O
》
師
ρ
9
一
α
囲
諺
ザ
ヨ
p
島
0
9
険
創
謡
O
ρ
N
〈
同
づ
回
M
≧
含
蟄
や
帖
噺
＆
｝
9
1
醤
溝
鼠
卸
O
α
．
類
㊤
Q
。
p
p
客
ρ
H
9
一
ρ
が
『
勘
嵩
や
帖
噺
＆
遵
鐵
§
翫
鳩
卸
門
。
げ
①
目
口
⇔
一
ω
心
b
⊇
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●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

8
H
冒
“
掴
薗
議
9
1
財
び
．
ρ
賃
げ
9
1
α
出
埠
ω
㊤
団
づ
同
u
↓
織
蔑
㍗
帖
嫡
ミ
寧
疑
帖
自
己
漸
噛
嵩
轍
黙
ド
B
o
ワ
●
b
ウ
い
．
○
罫
日
切
ら
◎
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

跨
日
“
　
出
㊤
ω
ρ
⇔
占
男
口
日
一
ρ
鼠
曽
恥
象
や
四
象
㍗
ミ
e
勘
蕊
贈

　
　
　
　
●

　
　
　
　
①
9
日
）
O
・
属
。
Q
Q
①
α
Ω
o
戸
箆
ら
》
苫
謡
讐
習
ミ
導
恥
鵯
＆
臓
畑
黛
の
§
さ
帯
”
し
d
勲
巴
。
山
ρ
H
⑩
ω
一
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
b
σ
）
、
諺
ぴ
α
ρ
学
餌
螺
ω
㊤
団
昌
属
ρ
＜
餅
．
酬
↓
Φ
げ
①
壇
曽
昌
一
ω
α
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

寓
日
”
　
ρ
罰
“
H
＞
昼
B
ρ
O
ρ
ロ
日
同
層
気
§
執
割
恥
騎
馬
蟄
㍗
ミ
e
画
蕊
心

　
　
　
　
Φ
α
．
一
）
鶏
．
認
臼
δ
お
b
龍
G
為
ヤ
。
ミ
隷
知
匿
ミ
勤
ミ
寒
㍗
↓
§
な
轟
特
愚
論
題
◎
騒
寓
目
奪
起
黛
駄
£
寒
マ
養
評
毛
δ
ω
ぴ
ρ
α
①
p
隔
り
①
心
．
1
∀
鼠
6
H

　
　
　
　
　
　
b
σ
）
団
●
Ω
囹
ω
ω
φ
P
b
鑓
凝
惑
｝
§
姻
の
魯
受
画
織
偽
壽
↓
§
o
謎
の
乙
案
臥
奪
｝
§
叙
の
§
蕊
噂
司
H
Φ
3
信
肖
㎝
戸
㊤
①
○
◎
．
↓
顕
日
ゆ

　
　
　
　
　
　
Q
Q
）
H
．
H
警
鯛
ρ
押
網
袋
ミ
向
ミ
ミ
＆
a
e
割
篭
壁
砕
9
β
H
u
↓
Φ
げ
o
H
騨
づ
一
ω
α
c
Q
．
↓
国
日
ω

　
　
　
　
く

渕
竃
”
　
O
巴
9
1
一
9
7
U
同
づ
冨
熔
ゆ
ρ
四
讐
臼
く
9
N
α
押
淘
痴
＄
N
圃
ミ
白
い
醐
§
9
§
賊
静
劇
§
寄
磯
“
辞
日
ω
・
b
づ
い
．
0
5
①
b
O
①
q
Q
●

諺
h
日
門
　
鳴
簿
仙
旨
σ
・
N
ρ
団
昌
ρ
甲
．
｝
σ
ご
國
口
9
一
－
彊
q
N
餅
口
押
ミ
ミ
ミ
点
象
曾
圃
篭
昏

　
　
　
　
　
　
H
）
黙
一
醗
日
ω
．
い
旨
巴
9
同
団
○
隔
国
枠
。
昌
O
O
＝
①
α
q
①
”
O
p
日
σ
艮
仙
σ
Q
o
累
ρ
日
¶
ト
っ
●
I
v
跨
h
日
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
ト
っ
）
黙
目
麟
黙
一
嚢
δ
ω
●
し
d
ピ
●
O
P
膳
①
刈
O
Q
巳
↓
》
臨
日
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

6
諺
》
”
H
ω
犀
ρ
臣
α
㊤
巴
b
σ
①
σ
q
嵐
償
づ
獣
”
↓
画
蕊
や
帖
．
漸
N
§
起
勘
検
㍗
疑
畑
．
勲
鰹
“
圃
旨
①
α
．
H
●
》
白
竹
び
日
Φ
げ
O
H
g
p
H
ω
c
◎
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
臼
寓
”
　
冒
冒
N
9
1
ω
伊
ヨ
同
、
9
↓
騎
職
註
臓
象
気
象
㍗
ミ
0
曲
ミ
鵠
隷
M
¶
、
や
川
蟷
齎
》

①
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
成
立
」
『
東
洋
史
研
究
』
三
七
一
二
、
一
九
七
八
年
、

　
一
九
五
－
一
九
九
頁
。

②
　
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
と
は
、
一
般
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
第
二
代
の

　
シ
ャ
ー
、
タ
フ
．
マ
ス
プ
の
死
二
五
七
六
）
後
の
政
治
的
、
社
会
的
混
乱
を
収
拾

潜
罪
畔
●
＜
●
窯
貯
。
誘
閃
ど
い
O
づ
α
O
郎
削
り
幽
ω
●

し
て
実
権
を
握
っ
た
第
五
代
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
治
世
時
に
こ
の
シ
ャ
ー
に
よ
り
断

行
さ
れ
た
政
治
、
経
済
、
軍
・
纂
各
方
面
に
亘
る
諸
改
輩
・
の
総
称
で
、
そ
の
目
的
は
、

強
力
な
キ
ジ
ル
バ
シ
貴
族
の
勢
力
を
弱
め
、
シ
ャ
ー
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
国

家
体
制
を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
鰐
兆
す
る
諸
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概
説
書
（
そ
の
最
も
新
し
い
も
の
は
菊
レ
β
の
9
〈
o
蔓
、
㌧
蕾
譜
幽
§
翫
ミ
帖
ぎ
の
轟
》
－

　
ミ
ミ
ひ
O
即
旨
げ
凱
α
σ
q
⑦
H
㊤
。
。
P
郊
唱
・
東
山
O
。
。
）
の
典
拠
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
死
後

　
に
イ
ラ
ン
を
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
記
録
の
一
部
、
そ
し
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

　
伝
え
る
一
九
世
紀
の
欧
人
イ
ラ
ン
研
究
者
の
論
著
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
欧
文
、
ペ

　
ル
シ
ア
文
の
諸
史
料
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
の
結
論
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
よ
る
改
仲
塾
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
史
上
、

　
そ
し
て
イ
ラ
ン
史
上
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
今
臼
ま
で
こ
れ
に
関
す
る
論
考
が
殆
ん
ど
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ミ
ノ
ル
ス
キ

　
一
に
よ
る
簡
潔
な
解
説
（
詳
言
。
冨
搾
ざ
く
‘
冒
靴
奪
羽
蟻
ミ
ミ
壱
ミ
蒋
画
℃
℃
・
ド
①
－
這
・

　
ω
早
ω
ω
）
が
今
日
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
う
ち
で
お
そ
ら
く
最
良
の
も
の
で
あ

　
ろ
う
。
軍
制
面
の
改
革
に
関
し
て
、
炉
目
o
o
押
げ
鉾
ρ
．
、
目
6
℃
興
ω
貯
昌
母
旨
《

　
診
笹
①
o
Q
9
3
＜
置
℃
o
ユ
。
α
、
、
層
b
ミ
富
、
§
嵩
×
×
×
同
く
㌧
ド
田
㊤
㌧
の
．
○
。
Φ
め
。
。
㌔
内
■

　
切
四
σ
掌
。
①
く
層
、
．
＜
o
o
ロ
ロ
四
嘱
ρ
H
Φ
｛
o
「
旨
p
ω
プ
坦
雪
げ
9
＞
σ
σ
器
四
囲
（
ド
α
Q
◎
刈
－
一
①
鱒
り
）
、
”
”
『
器
－

　
馬
ミ
諦
§
o
罫
。
嫡
罫
。
恥
。
§
9
職
e
ミ
篭
鳶
ミ
㌧
さ
綬
。
神
。
竃
概
馬
ミ
3
一
Φ
“
Q
◎
1
γ
℃
℃
■
卜
。
一
l
b
Q
ゆ

　
が
あ
る
が
、
前
者
は
誤
解
や
思
い
込
み
に
よ
る
誤
り
が
非
常
に
多
い
。
　
ま
た
後

　
者
は
、
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
の
研
究
と
イ
ラ
ン
の
フ
ァ
ル
サ
フ
ィ
ー
に
よ
る
解
説
（
客
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
同
巴
。
。
騨
油
㌧
N
ミ
～
鳶
鋤
慧
略
画
句
職
凝
．
試
試
論
乱
犠
e
噂
ミ
魑
朝
く
9
ω
こ
目
①
げ
Φ
冨
P
お
ま
一

　
δ
①
。
。
）
を
総
合
し
た
だ
け
の
も
の
で
新
味
に
乏
し
い
。
ア
ッ
パ
ー
ス
に
よ
る
改
．
革

　
の
具
体
的
内
容
、
諸
改
革
相
互
の
関
連
性
、
改
輩
の
正
確
な
隠
期
、
そ
れ
に
後
代

　
へ
の
影
響
な
ど
考
察
す
べ
き
問
題
点
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

⑧
本
稿
で
引
用
す
る
の
は
こ
の
う
ち
の
第
四
巻
で
あ
る
。

④
リ
ユ
即
δ
ロ
に
よ
る
と
、
こ
の
写
本
は
一
五
六
五
年
、
即
ち
原
文
完
成
の
一
～

　
二
年
後
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
O
。
匹
Φ
5
G
ミ
ミ
。
偽
§
＆
鮎
為
恥
℃
ミ
。
・
帖
§

　
§
§
ミ
魯
嵐
感
㌃
画
“
こ
富
切
庚
ミ
罫
憲
§
§
詳
く
9
■
H
冨
り
伊
℃
．
H
O
刈
）
。
し
か
し
、

　
こ
の
写
本
第
三
一
葉
裏
で
、
筆
写
者
は
一
六
二
九
年
完
成
の
↓
ミ
愚
嵐
、
ミ
§
起
勘
蕊
－

　
い
、
帖
、
き
客
鴇
と
そ
の
著
者
イ
ス
カ
ソ
ダ
ル
・
ベ
グ
の
名
を
引
用
し
て
お
り
、
リ
ユ

　
の
説
に
は
首
肯
し
難
い
。
こ
の
写
本
が
十
七
世
紀
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

⑤
　
本
稿
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
一
九
七
九
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
版
を
窪
い
る
。
な
お

　
本
史
料
に
は
セ
ド
ン
に
よ
る
英
語
抄
訳
が
あ
る
　
（
ρ
翼
．
ω
①
＆
o
員
箆
h
ミ
6
ミ
丸
恥

　
ミ
ミ
恥
馬
ミ
◎
の
響
き
黄
】
W
9
8
島
p
一
㊤
。
。
心
。
）
。

⑥
　
三
種
の
出
版
の
う
ち
一
は
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
時
代
一
五
八
七
－
九
二
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
独
訳
、
2
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
…
家
の
祖
シ
ャ
イ
フ
・
サ
フ
ィ
ー
Q
O
鱒
－

　
矯
ヴ
0
9
酔
時
代
か
ら
一
五
〇
一
年
に
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
が
タ
ブ
リ
ー
ズ

　
で
即
位
す
る
ま
で
の
期
間
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
独
訳
、
3
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一

　
世
と
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
従
っ
て
未
校
訂
の
ま
ま
残
さ

　
れ
て
い
る
の
は
、
タ
フ
マ
ス
プ
の
死
か
ら
ア
ッ
バ
ー
ス
の
即
位
ま
で
、
即
ち
イ
ス

　
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ホ
ダ
ー
バ
ン
デ
時
代
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分

　
に
つ
い
て
も
、
一
五
八
～
年
ま
で
は
、
　
調
．
匁
・
夘
。
①
旨
。
き
b
ミ
ミ
馬
§
愛
9
周
恥

　
㌧
§
§
恥
“
§
ミ
§
ミ
　
↓
o
§
寄
§
亀
．
乱
切
駄
題
O
噛
§
塗
ミ
嵩
ミ
N
㌧
タ
6
嵩
σ
霞
σ
Q
一
〇
Q
Q
㊤

　
に
よ
っ
て
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
こ
の
史
料
の
写
本
の
所
在
並

　
び
に
著
者
の
用
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
　
国
．
両
。
げ
δ
ρ
抄
．
、
い
Φ
区
げ
。
㌶
ω
暮
p
7

　
け
9
ミ
帥
H
鵠
（
7
山
O
の
帥
N
博
〉
プ
ヨ
P
α
O
O
鵠
コ
¢
ロ
o
O
O
ω
一
①
コ
O
日
ユ
①
営
岸
　
り
両
O
β
ω
ゴ
製
、
層

　
蜜
ミ
二
字
§
§
袋
？
b
。
L
㊤
§
署
』
。
。
あ
り
参
照
。

⑦
こ
の
史
料
に
闘
し
て
は
、
ρ
蜜
．
竃
。
話
象
島
6
’
〈
①
器
い
．
、
〉
珍
。
冨
霧
8
蝿
昇
o
h

　
臨
回
①
⇔
『
ロ
◎
叶
〈
O
一
ロ
ヨ
㊦
O
｛
け
げ
Φ
〉
臨
N
即
一
蝿
7
円
餌
く
倒
『
回
ズ
げ
O
思
想
陣
N
一
固
H
ω
隔
僻
7
鳶
口
団
㊤
詳
ゆ

　
一
房
四
旨
7
0
「
、
．
、
§
馬
切
蕊
篭
簿
旨
S
窃
恥
§
ζ
O
鴎
ミ
ミ
ミ
章
ン
、
o
一
’
×
×
＜
舳
ゴ
ρ
一
－
b
o
、
一
㊤
①
鱒

　
℃
℃
．
謹
－
野
。
O
参
照
。
倶
し
メ
レ
デ
ィ
ス
・
聖
旨
ウ
ェ
ン
ス
は
こ
の
史
料
の
価
値
を

　
あ
ま
り
に
も
低
く
見
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
。
が
、
こ
の
年
代
記
の
著

　
者
、
そ
し
て
彼
が
用
い
た
が
今
日
散
侠
し
て
し
ま
っ
た
原
史
料
に
関
す
る
解
説
は

　
有
益
で
あ
る
。

⑧
こ
の
史
料
に
は
セ
イ
ボ
リ
ー
に
よ
る
英
訳
が
あ
る
。
国
議
雪
O
碧
b
d
①
α
q
嵐
9
屡
置
、

　
幾
請
、
o
こ
、
＆
的
瀞
亀
壽
、
」
客
王
地
、
書
O
遷
ミ
層
け
『
．
げ
風
菊
．
フ
ー
同
．
ω
聖
δ
」
、
ヤ
b
◎
〈
o
一
ω
、

　
】
W
O
嵩
一
匹
O
門
一
り
刈
Q
◎
■
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⑨
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
以
来
こ
の
史
料
の
著
者
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ダ
ー
不
シ

　
ュ
パ
ジ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
王
立
図
書
館
（
当
時
）
班
蔵
の
～
写
本
の

序
に
著
者
名
と
し
て
レ
爵
屋
倒
の
ρ
ヨ
國
、
麟
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
Ω
．
客

↓
．
∪
四
嵩
旅
唱
恥
憶
㎝
7
℃
．
．
∪
霧
臼
「
巴
－
ヨ
ロ
一
三
《
－
一
ツ
自
署
N
餌
潟
餌
鋤
、
似
く
p
円
卑
巳
凱
鴨
暮

鎮
ー
ヨ
乱
q
写
【
7
ぼ
詩
似
ω
ρ
ヨ
回
．
卿
．
．
”
』
掛
晦
ミ
～
融
裏
概
智
下
辺
斜
叙
箏
鷺
山
蹴
負
ぴ
③
ミ
e
黛

、
袋
ミ
ミ
嵐
慧
魯
蕊
（
吋
白
血
苫
）
㌧
嵩
（
罷
“
？
ミ
）
℃
℃
．
ミ
①
噛

1
語
義
の
確
定

コルチ考（羽田）

D
問
題
の
整
理

　
（

　
コ
ル
チ
と
い
う
語
の
起
源
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
時
代
に
湖
る
。
ド
ル
フ
ァ
ー
U
o
①
鳳
輿
に
よ
れ
ば
、
弓
矢
を
意
味
す
る
語
恥
ミ
が
人
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
接
尾
辞
驚
を
伴
っ
て
喝
ミ
驚
“
弓
矢
を
持
つ
老
”
と
い
う
語
が
出
来
、
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ソ
時
代
に
は
近
衛
兵
の
意
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

『
元
朝
秘
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
二
〇
六
年
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ン
は
ク
リ
ル
タ
イ
を
開
き
大
気
ン
即
位
の
式
を
取
り
行
な
う
が
、
そ
の
際
八
千
の
衛
士
、

　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
テ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
ず
つ
の
宿
衛
、
二
身
の
士
が
各
千
戸
よ
り
選
ば
れ
、
こ
こ
に
あ
わ
せ
て
一
万
の
内
廷
勤
番
の
府
が
出
来
上
っ
た
と
い
う
。
即
ち
チ
ソ
ギ
ス
・

カ
ン
時
代
の
コ
ル
チ
は
近
衛
兵
の
一
部
隊
で
あ
り
、
各
部
族
集
団
か
ら
何
人
か
が
選
ば
れ
て
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
コ
ル
チ
と
い
う
語
は
、
フ
ラ
グ
の
西
征
と
共
に
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
入
り
、
イ
ル
・
ハ
ソ
国
で
用
い
ら
れ
た
後
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

時
代
に
も
同
じ
く
一
種
の
近
衛
兵
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
但
し
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
行
政
、
軍
事
機
構
の
直
接
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
白

墨
蟹
（
ア
ク
．
ニ
ソ
ル
）
で
は
こ
の
名
称
は
な
ぜ
か
用
い
ら
れ
ず
・
・
轟
ぴ
馨
．
零
な
る
語
が
近
璽
を
意
味
し
て
い
稿
あ
ら

ゆ
る
面
で
白
羊
朝
時
代
の
強
い
影
響
を
う
け
て
成
立
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
国
家
に
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
語
に
関
し
て
は
東
方
、
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

テ
ィ
ム
ー
ル
朝
か
ら
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
時
代
の
コ
ル
チ
と
い
う
語
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
こ
の
二

つ
の
意
見
を
紹
介
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

．
第
一
の
意
見
は
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
＜
・
鷺
ぢ
。
誘
犀
《
の
そ
れ
で
、
彼
が
『
鼠
幕
妥
ミ
騎
㍗
§
ミ
薄
の
入
門
の
部
分
で
十
七
世
紀
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝

5　（325）



軍
隊
に
関
し
て
説
明
し
て
い
る
う
ち
に
含
ま
れ
る
。

　
　
　
も
う
一
つ
の
常
備
軍
は
古
く
か
ら
の
部
族
騎
兵
で
あ
る
コ
ル
チ
で
あ
る
。
彼
ら
は
弓
、
楡
、
短
剣
、
戦
斧
、
そ
れ
に
防
具
と
し
て
盾
で
武
装
し
、
さ
な

　
　
が
ら
歩
く
武
書
庫
で
あ
る
。
こ
の
勇
獄
な
ト
ル
コ
マ
ソ
戦
土
の
元
来
の
か
ぶ
り
も
の
は
、
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
父
が
そ
の
信
者
の
た
め
に
定
め

　
　
た
赤
い
帽
子
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
彼
ら
は
キ
ジ
ル
バ
シ
“
赤
頭
”
と
呼
ば
れ
た
。
（
日
冨
や
。
。
卜
。
）

彼
に
よ
れ
ば
、
部
族
騎
兵
を
意
味
し
た
コ
ル
チ
の
語
は
キ
ジ
ル
バ
シ
の
同
義
語
で
あ
っ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
創
建
に
力
の
あ
っ
た
ト
ル
コ
マ

ン
部
族
騎
兵
即
ち
キ
ジ
ル
パ
シ
こ
そ
コ
ル
チ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
セ
イ
ボ
リ
ー
幻
・
護
・
ω
p
〈
。
曙
は
こ
の
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
の
意
見

を
全
面
的
に
継
承
し
、
　
「
コ
ル
チ
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
権
力
の
基
礎
を
形
成
す
る
ト
ル
コ
マ
ン
部
族
騎
兵
で
あ
り
、
キ
ジ
ル
バ
シ
の
同
義
語

で
あ
る
・
」
と
断
言
し
て
い
㊥
・

　
こ
れ
に
対
す
る
も
う
一
つ
の
意
見
は
ド
イ
ツ
の
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
囚
・
竃
・
切
α
訂
σ
o
旨
の
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
、
セ
イ
ボ
リ
ー

ら
の
意
見
を
誤
解
と
し
て
斥
け
次
の
様
に
言
う
。

　
　
　
こ
れ
ら
地
方
長
官
指
揮
下
の
軍
隊
以
外
に
既
に
初
期
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
…
朝
講
に
は
宮
廷
に
騎
馬
衛
兵
（
麟
ミ
讐
）
が
い
た
。
彼
ら
は
宮
廷
の
従
者
（
§
ミ
§
帖
ミ
嵐

　
　
儲
9
1
物
部
）
で
あ
っ
た
。
コ
ル
チ
が
キ
ジ
ル
バ
シ
の
同
義
語
で
あ
る
と
い
う
説
は
お
そ
ら
く
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
帰
因
し
、
今
日
の
研
究
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し

　
　
か
し
な
が
ら
キ
ジ
ル
バ
シ
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
初
期
の
す
べ
て
の
騎
馬
兵
軍
の
呼
称
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
コ
ル
チ
は
単
に
宮
廷
の
騎
馬
衛
兵
を
意
味
し

　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
て
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
説
に
従
え
ば
、
コ
ル
チ
は
近
衛
兵
を
意
味
し
、
一
般
に
ト
ル
コ
マ
ン
部
族
騎
兵
す
べ
て
を
指
す
キ
ジ
ル
バ
シ
と
は
同
意
語

で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
コ
ル
チ
に
関
し
て
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
異
な
っ
た
見
解
が
生
ま
れ
て
き
た
原
因
は
、
察
す
る
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
使
用
し
た
史
料

の
性
格
の
違
い
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
、
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
記
録
を
基
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
粛
軍
を
再
構
成
し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
記
録
の
大
部
分
は
十
七
世
紀
に
入
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
コ
ル
チ
の
説
明
に
用
い
た
シ
ャ
ル
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ダ
ン
O
び
錠
α
げ
の
旅
行
記
は
十
七
世
紀
後
半
に
書
か
れ
、
ア
ヅ
バ
ー
ス
の
改
革
以
後
の
軍
隊
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
だ
け
で
は
十
六
世
紀
の
軍
隊
を
も
説
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
が
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
や
セ
イ
ボ
リ
ー
の
見
解
を
批
判
す
る
根
拠
と
し
て
用
い
た
の
は
、
一
五
三
〇
年
夏
、
ホ
ラ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ン
地
方
で
行
な
わ
れ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
全
軍
に
よ
る
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
団
6
の
記
事
で
あ
る
。
成
程
こ
の
記
事
は
十
六
世
紀
前
半
の

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
軍
の
構
成
を
知
る
為
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
で
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
以
後
の
軍
隊
の
そ
れ
を
云
云
す
る
の
も
こ
れ

ま
た
見
当
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
団
日
の
記
述
と
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
報
告
と
の
間
に
は
百
五
十
年
近
い
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー
、
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
と
も
コ
ル
チ
の
語
が
指
示
す
る
対
象
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
一
代
を
通
じ
て
不
変
で
あ
っ
た
と
し
た
上

で
自
説
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
果
た
し
て
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
頃
断
行
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る

ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
の
改
革
は
、
コ
ル
チ
と
い
う
語
、
そ
し
て
集
団
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
二
つ
の
相
違
す
る
見
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
時
代
の
史
料
に
依
拠
し
自
説
を
主
張
し
て
い
る
だ
け

の
不
十
分
な
議
論
で
、
コ
ル
チ
の
語
義
を
言
い
尽
く
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
コ
ル
チ
と
は
果
た
し
て
キ
ジ
ル
バ
シ
の
同
義
語
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
近
衛
兵
集
団
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
も
う
一
度
改
め
て
史
料
に
戻
っ
て
コ
ル
チ
の
語
義
を
考
え
直
し
て
み

よ
う
。

　
鱒
語
義
の
検
討

　
（

　
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
の
時
代
（
一
五
二
四
－
七
六
）
、
コ
ル
チ
集
団
が
主
と
し
て
ト
ル
コ
マ
ソ
部
族
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
ー
朝
軍
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
軍
全
体
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
最
も
明
確
に
示
し
て
い
る
史
料
は
、
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
が
使
用
し

た
踏
日
で
あ
る
。
一
五
三
〇
年
六
月
末
、
タ
フ
マ
ス
プ
の
対
ウ
ズ
ベ
ク
第
二
次
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
遠
征
の
際
、
ビ
ス
タ
ー
ム
b
σ
冨
拭
B
近
郊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ジ
ャ
ー
ム
の
野
d
冨
コ
σ
Q
占
○
邸
ヨ
な
る
夏
営
地
で
閲
兵
式
（
§
〒
こ
轟
謡
ミ
）
が
行
な
わ
れ
、
鷹
下
の
ほ
ぼ
全
軍
が
参
加
し
た
。
丑
日
の
著
者
力

ー
ジ
i
・
ア
フ
マ
ド
ρ
似
臼
》
ザ
ヨ
ρ
α
は
、
こ
の
閲
兵
式
を
描
写
し
、
タ
フ
マ
ス
プ
の
御
前
を
武
装
し
て
行
進
し
て
行
く
軍
隊
を
部
族
別
に
分
“
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類
し
て
解
説
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
を
率
い
る
将
軍
名
、
並
び
に
各
部
族
の
兵
力
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
の
際
、
各
部
族
軍
、

更
に
文
官
や
地
方
土
豪
の
派
遣
軍
な
ど
が
行
進
し
た
あ
と
、
コ
ル
チ
バ
シ
　
Q
四
ミ
小
寒
警
（
コ
ル
チ
軍
長
宮
）
が
率
い
る
五
千
人
の
コ
ル
チ
部
隊

が
近
衛
兵
と
し
て
殿
軍
を
勤
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ル
チ
軍
団
が
キ
ジ
ル
バ
シ
（
こ
の
時
代
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
一
朝
全
軍
を
指
す
）
の
一
単
位

に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
コ
ル
チ
と
キ
ジ
ル
バ
シ
は
決
し
て
同
一
の
集
団
を
指
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
コ
ル
チ
が
軍
隊
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
ヴ
ァ
ー
ン
＜
9
遠
征
に
出
立
す
る
際
の
タ
フ
マ
ス
プ
の
次
の
言
葉
か
ら
竜
分
か
る
。

　
　
　
五
四
〇
〇
人
の
兵
の
う
ち
一
六
〇
〇
が
コ
ル
チ
、
残
り
が
ア
ミ
ー
ル
達
の
配
下
に
あ
っ
た
。
（
日
日
唱
・
8
心
）

　
さ
ら
に
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ム
ン
シ
ー
冨
冨
⇔
α
霞
冨
毒
鱗
は
そ
の
著
書
8
》
》
の
中
で
第
四
代
シ
ャ
ー
・
ム
ハ
ソ
マ
ド
（
一
五
七
八
一
八
七
）
時

代
の
出
来
事
と
し
て
大
略
次
の
様
な
話
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
キ
ジ
ル
バ
シ
の
ア
ミ
ー
ル
達
は
、
反
乱
を
起
こ
し
た
マ
ー
ザ
ー
ソ
ダ
ラ
ー
ン
冒
9
1
昌
＆
母
9
1
口
の
土
侯
ミ
…
ル
ザ
ー
㌔
ハ
ン
冨
冒
鼠
尾
習
を
捕
え
宮

　
　
廷
へ
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
皇
后
マ
フ
デ
・
エ
ヴ
ヲ
ヤ
…
蜜
ρ
プ
α
点
斜
孟
ぐ
9
1
は
ミ
ー
ル
ザ
i
・
ハ
ソ
処
刑
の
命
を
与
え
て
三
十
人
の
コ
ル
チ
を

　
　
出
迎
え
の
名
匿
で
ア
ミ
ー
ル
達
の
も
と
へ
派
遣
し
て
き
た
。
当
時
宮
廷
で
は
皇
盾
が
全
権
を
掌
握
し
て
お
り
、
彼
女
は
自
分
の
父
が
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ハ
ン

　
　
に
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
彼
に
激
し
い
憎
し
み
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ミ
ー
ル
達
は
数
ケ
月
に
亘
る
悪
戦
苦
闘
の
末
、
身
の
安
全
は
保
障

　
　
す
る
と
い
う
条
件
を
出
し
て
よ
う
や
く
ハ
ソ
を
降
伏
さ
せ
て
い
た
。
派
遣
さ
れ
て
き
た
コ
ル
チ
の
真
の
意
図
を
悟
っ
た
ア
ミ
ー
ル
達
は
、
ハ
ソ
の
身
柄
を

　
　
　
コ
ル
チ
達
へ
引
渡
す
こ
と
を
拒
否
し
、
次
の
如
く
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
「
ハ
ン
の
身
柄
は
、
現
日
、
我
々
キ
ジ
ル
バ
シ
が
御
前
へ
連
行
す
る
。
」
（
］
り
》
跨
　
℃
噸
鱒
直
b
り
）

コ
ル
チ
と
キ
ジ
ル
バ
シ
が
明
確
に
区
別
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
一
方
、
十
六
世
紀
の
欧
文
史
料
に
は
残
念
な
が
ら
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
軍
の
構
成
や
コ
ル
チ
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
情
報
が
な
い
。
筆
者
が
気
付

い
た
唯
一
の
興
味
深
い
記
述
は
、
一
五
七
四
年
、
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
末
期
に
そ
の
宮
廷
に
滞
在
し
た
ア
レ
ッ
サ
ソ
ド
リ
≦
⇔
8
馨
貯
。
臼
、
と
①
。
，
－

ω
導
α
瓢
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
コ
ル
チ
バ
シ
の
こ
と
を
“
王
の
護
衛
の
長
”
と
言
い
、
〃
コ
ル
チ
。
母
該
は
彼
（
王
）
の
個
人
的
護
衛
と
し
て

行
動
し
・
王
国
で
最
も
有
能
で
美
し
い
老
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
る
・
”
と
報
告
し
て
い
％
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以
上
挙
げ
た
幾
つ
か
の
例
、
そ
れ
に
以
前
筆
老
が
検
討
し
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
時
代
の
コ
ル
チ
の
性
格
、
更
に
チ
ン
ギ
ス
・
ヵ
ソ
以
来

の
こ
の
語
の
語
義
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
以
前
の
コ
ル
チ
集
団
が
王
の
近
衛
兵
で
あ
り
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
全

軍
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
キ
ジ
ル
バ
シ
と
同
義
で
は
な
い
こ
と
が
諒
承
さ
れ
よ
う
。
時
代
を
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
治
世
以
前
に
限
っ
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

え
る
限
り
、
前
述
の
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
の
意
見
は
全
く
正
し
い
。

　
コ
ル
チ
と
キ
ジ
ル
バ
シ
を
同
義
語
と
考
え
た
セ
イ
ボ
リ
ー
は
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
、
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
（
一
五
〇
一
一
七
六
）
、
軍
の
司
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

官
と
し
て
大
ア
ミ
ー
ル
象
§
ミ
魯
㍗
§
遷
ミ
割
と
コ
ル
チ
バ
シ
が
あ
る
が
、
そ
の
職
能
の
相
違
は
定
か
で
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
上
の
考
察
か

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
コ
ル
チ
バ
シ
が
軍
隊
の
一
部
で
あ
る
コ
ル
チ
軍
の
長
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
大
ア
ミ
ー
ル
は
キ
ジ
ル
バ
シ
全

体
を
統
轄
し
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
全
軍
の
司
令
宮
と
言
え
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
近
衛
兵
た
る
コ
ル
チ
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
の
職
務
、
政
治
的
役
割
、
社
会
的

地
位
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
の
問
題
を
以
下
で
順
次
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
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①
O
」
）
8
鳳
①
び
§
ξ
蕊
笥
ぎ
楠
§
亀
§
。
薦
。
謎
偽
ぎ
ミ
恥
ミ
馬
ミ
雨
帖
ミ
四
さ
楠
疇
ミ
恥
㍗

　
逡
ぎ
隷
㌧
じ
ご
㊤
コ
9
H
℃
一
㊤
①
ら
。
堕
Q
Q
．
お
O
ム
も
。
い
⊃
．

②
　

恥
し
⊥
正
二
訳
一
註
『
エ
、
ン
ゴ
ル
秘
史
』
3
　

｛
果
論
息
　
　
一
九
・
七
山
ハ
年
、
　
四
門
○
…
四
一

　
頁
、
四
五
頁
。

③
U
o
⑦
鶏
興
前
掲
書
し
コ
章
典
鮮
ω
■
お
O
．

④
間
野
英
二
「
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
社
会
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
8
、
三
〇
八

　
頁
。

⑤
』
¶
円
．
ぞ
8
〔
声
§
馬
誠
ミ
ミ
鳶
9
昏
唐
9
§
夕
O
ミ
魯
§
ミ
賦
§
㌧
奪
愚
執
蟻
ド
霞
壽
甲

　
唱
。
房
㌘
Ω
二
百
σ
q
9
お
蕊
噛
℃
．
Q
。
9
、
＜
■
フ
、
二
四
。
範
【
）
¢
．
、
＞
o
ぞ
＝
磐
〔
＝
首
年
p
蔓

　
器
く
陣
9
く
ぎ
論
鋒
ω
一
昌
○
。
。
。
ぐ
一
ミ
①
．
．
㌧
防
偽
O
硫
一
〇
（
一
ρ
霜
）
長
吉
」
α
り
－
一
〇
〇
．

⑥
シ
．
一
メ
ル
も
同
様
の
考
え
を
持
つ
。
男
ω
量
6
さ
節
爵
嵩
§
ミ
恥
帖
§
斗
瀞
ミ
ミ
瘍

　
竃
触
喜
ミ
塁
旨
魯
＼
ご
～
鼠
。
ミ
§
聖
ミ
ミ
§
§
憶
。
ミ
㌧
〉
薄
塗
窮
一
竃
ρ
℃
℃
．
ω
ム
「

⑦
こ
の
語
の
語
源
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
は
、
モ
ン
ゴ
ル
起
源
説
を
採
ら
な
い
。

　
彼
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
の
史
料
に
Q
勘
蔵
轡
ミ
魯
ミ
鶏
喚
（
剣
の
コ
ル
チ
）
Q
鵠
姦
㌣

　
慧
ミ
ま
ぎ
ミ
§
（
弓
矢
の
コ
ル
チ
）
な
ど
の
語
が
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
コ

　
ル
チ
」
に
射
手
と
い
う
意
味
を
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
語
源
を
モ
ン

　
ゴ
ル
語
の
コ
ル
チ
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
令
下
智
§
が
こ

　
の
時
代
武
器
庫
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
嶋
ミ
が
武
器
一
般
を
詣
示
し
た
の
で
は

　
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
出
す
る
。
（
H
〈
。
蜜
■
菊
α
耳
σ
o
ヨ
陶
、
、
菊
①
σ
q
δ
同
昆
σ
q
昌
α

　
＜
g
≦
巴
ε
謎
H
宅
診
巨
3
「
O
Φ
昌
Q
Q
㊤
三
舞
血
睾
、
、
㌧
魯
扇
ミ
寒
ミ
紙
ミ
O
蓋
馬
ミ
ミ
嬬
㍗

　
驚
≧
湾
蕊
8
＞
σ
8
貯
5
σ
q
、
＜
H
．
切
窪
9
9
＞
σ
。
。
。
び
蝕
穽
℃
目
。
膝
ど
¢
ω
α
）
し
か
し
、

　
言
葉
が
時
と
と
も
に
そ
の
意
味
を
変
え
て
行
く
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
り
、
コ
ル

　
チ
が
射
手
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
語
源
が
モ
ン
ゴ
ル
時
代
ま

　
で
棚
ら
な
い
と
は
言
え
ま
い
。
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
初
期
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
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時
代
に
は
、
コ
ル
チ
と
は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
時
代
と
同
様
近
衛
兵

　
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
語
義
は
変
化
し
て
い
な
い
。
時
問
、
空
間
の
隔
り

　
を
考
慮
す
る
と
む
し
ろ
元
来
の
意
味
を
よ
く
課
存
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な

　
か
ろ
う
か
。
わ
ざ
わ
ざ
十
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
別
の
語
根
で
新
し
く
コ
ル
チ

　
と
い
う
語
が
作
ら
れ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

⑧
幻
．
窓
．
6
。
碧
o
q
”
．
．
目
冨
℃
ニ
ロ
。
首
巴
。
曲
8
・
。
o
脇
け
費
。
留
h
㊤
乱
α
ω
3
8
急
霞
ぎ
σ
q

　
什
剛
δ
話
お
嵩
O
h
H
ω
ヨ
似
、
臨
一
（
一
切
O
一
1
一
〇
N
心
）
．
げ
切
句
O
試
の
b
こ
ω
（
6
0
0
）
隔
や
一
〇
一
．

　
な
お
セ
イ
ボ
リ
ー
は
、
つ
い
最
近
出
版
さ
れ
た
『
イ
ス
ラ
ム
百
科
事
典
』
新
版
の

　
コ
ル
チ
の
項
で
事
様
の
主
張
を
繰
返
し
て
い
る
。

⑨
刃
α
ξ
σ
o
ヨ
前
掲
、
、
ヵ
①
σ
Q
δ
藁
薦
毒
O
＜
。
毫
巴
ε
謬
σ
q
”
、
、
ω
．
ω
9

⑩
ぢ
客
菊
α
耳
g
拝
勺
着
§
い
軸
§
§
ミ
欝
ミ
養
粛
§
ミ
馬
キ
嵐
ミ
恥
§
ま

　
画
ミ
織
嵐
団
旨
遵
さ
ミ
ミ
ミ
き
じ
づ
O
ユ
ぎ
H
㊤
⑦
9
ω
．
心
O
I
幽
Q
Q
・

＠
国
6
p
℃
や
一
㊤
G
。
凸
O
蒔
こ
の
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
の
第
二
次
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

　
遠
征
に
つ
い
て
は
、
客
」
W
．
匂
ざ
胴
差
9
ご
ω
寒
流
冒
ミ
｝
ミ
落
．
黛
ミ
、
ミ
S
富
ぎ
（
§
馬

　
豊
島
、
誉
曳
§
袋
ミ
防
翫
§
罎
壕
凄
、
q
腎
窺
棲
戚
さ
翫
謡
”
℃
恥
O
I
b
へ
q
＼
㎏
回
N
へ
I
N
絨
へ
O
）
、
　
プ
リ

　
ン
ス
ト
ン
大
学
学
位
請
求
論
文
（
米
公
刊
）
一
九
五
八
年
、
一
七
六
一
一
九
四
頁

　
に
詳
し
い
。
但
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
な
ぜ
か
こ
の
閲
兵
式
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

　
て
い
な
い
。
タ
フ
マ
ス
プ
は
九
三
六
年
シ
ャ
ー
バ
ー
ン
月
凶
日
（
一
五
三
〇
年
四

　
月
三
日
）
に
カ
ズ
ビ
ゾ
を
出
発
し
（
麟
日
も
9
　
℃
．
　
一
り
q
）
、
同
じ
年
の
シ
ャ
ヅ
ヴ
ァ
ー

　
ル
月
二
五
日
（
六
月
二
二
日
）
ま
で
に
全
軍
が
予
め
定
め
ら
れ
て
い
た
集
結
地
点

　
ビ
メ
タ
」
ム
に
到
着
し
た
（
》
漏
8
－
o
、
　
h
O
一
㌧
　
〇
一
僧
）
。
従
つ
．
て
こ
の
．
閲
兵
式
は
旗
月
末

　
に
行
な
わ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。

⑫
や
や
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
日
ω
・
勺
■
O
。
霧
審
無
営
。
℃
9
一
梓
§
ρ
峯
ミ
ミ

　
掛
ミ
鳶
、
馬
瞬
5
0
こ
ミ
頓
恥
ミ
偽
笥
馬
ミ
、
魅
葛
ミ
℃
〉
℃
℃
o
ロ
象
8
図
四
一
窯
畠
露
①
ヨ
σ
み
b

　
乙
丸
§
、
o
こ
鴨
ミ
、
象
魚
脳
（
賦
・
鳶
Y
類
2
）
o
瓢
お
O
P
℃
℃
」
①
α
占
O
⑦
が
あ
る
が
、
将

　
軍
名
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
飽
は
あ
ま
り
に
も
図
式
的
で
参
考
に
出
来
な
い
。

⑬
＜
．
≧
＄
紹
＆
昼
、
．
気
母
昼
畠
く
。
。
＝
冨
白
。
鴇
昌
。
三
㊦
〈
ぎ
。
魯
昏
δ
と
①
。
，
－

　
三
二
O
凱
㌧
㊤
ヨ
σ
垂
範
O
o
「
8
汁
げ
。
賦
コ
σ
q
o
h
℃
巽
ω
凶
ρ
艶
。
ヨ
叶
一
盛
讐
。
ω
け
鵠
ご
跨
－

　
凱
。
塁
即
①
℃
ロ
σ
｝
8
0
暁
く
。
臓
G
・
o
、
”
㌧
ユ
ρ
詳
も
・
．
≧
ミ
蕊
財
団
ミ
寄
ミ
ミ
起
燃
ミ
竃
㌃
蝋
§

　
㌧
ミ
亀
斜
温
潤
出
馬
嵐
気
ミ
ミ
ミ
㎏
q
ミ
融
“
§
ミ
鳶
順
い
O
瓢
α
o
p
H
O
o
刈
ρ
℃
や
b
二
錠
隔
鱒
卜
Ω
①
．

　
　
な
お
、
メ
ン
ブ
レ
も
そ
の
報
告
の
中
で
何
度
も
コ
ル
チ
と
い
う
語
を
用
い
、
こ

　
れ
は
騎
馬
兵
（
O
謡
～
帆
噛
四
畑
　
黛
　
ら
飛
⇔
袋
、
、
O
）
を
意
味
す
る
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
コ
ル

　
チ
の
長
官
コ
ル
チ
パ
シ
の
こ
と
を
個
人
名
だ
と
儒
じ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
語
義
を

　
正
し
く
理
解
し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

⑭
但
し
、
本
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
パ
ー
ス
の
改
革
以
降
に
つ

　
い
て
も
こ
の
説
が
そ
の
ま
ま
無
条
件
で
通
用
す
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
改
．
革

　
以
後
の
コ
ル
チ
に
つ
い
て
は
別
に
準
備
中
の
論
考
で
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑮
ω
碧
。
藁
．
前
掲
論
文
一
．
〇
一
頁
。
塑
鐸
ω
塁
。
目
ざ
．
、
円
蓋
野
営
。
な
巴
σ
曲
8
ω

　
o
｛
夢
Φ
朝
巴
p
～
〈
置
ω
3
ざ
ロ
ロ
ニ
コ
σ
q
夢
。
『
鉱
σ
q
昌
o
h
朔
p
げ
筥
倒
ω
℃
H
（
一
窃
卜
。
海
I
H
q
刈
①
）
、
、
、

　
切
砺
O
這
句
b
⊃
海
（
一
㊤
曾
）
”
や
鴫
り
、
　
こ
の
セ
イ
ボ
リ
ー
説
の
根
拠
は
ミ
ノ
ル
ス
キ
ー

　
が
↓
蜜
の
注
で
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
、
コ
ル
チ
パ
シ
は
通
称
大
ア
ミ
…
ル
と

　
呼
ば
れ
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
…
会
期
総
司
令
官
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

　
（
日
窯
℃
や
賞
③
心
嵩
〉
っ
て
の
．
・
、
・
ノ
ル
ス
キ
ー
説
が
誤
り
で
．
あ
る
こ
上
は
言
う
ま
で

　
も
な
い
。
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亙
　
コ
ル
チ
軍
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

一
五
〇
〇
年
、
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
が
シ
ー
ル
ワ
ー
ン
ω
冒
く
ぎ
に
遠
．
征
し
、
バ
ク
ー
G
U
欝
燭
城
を
攻
撃
し
た
折
、
こ
の
寄
せ
手
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

軍
勢
の
中
に
コ
ル
チ
が
い
た
こ
と
が
諸
年
代
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
攻
城
戦
は
、
同
じ
年
の
夏
ア
ナ
ト
リ
ア
の
エ
ル
ジ
ソ
ジ
ャ
ン
近
郊
で

以
後
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
部
族
連
合
を
形
成
す
る
ト
ル
コ
マ
ン
諸
部
族
が
大
結
集
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
コ
ル
チ
部
隊
が
こ
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

ー
軍
結
成
と
時
を
同
じ
く
し
て
賜
に
創
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
倶
し
こ
の
部
隊
は
エ
ル
ジ
ソ
ジ
ャ
ン
で
一
挙
に
創
設
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
四
九
九
年
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
が
ギ
ー
ラ
ー
ソ
○
同
醸
⇔
地
方
で
旗
上
げ
し
、
各
地
で
信
奉
者
た
ち
を
そ
の
旗
下
に
加

え
な
が
ら
エ
ル
ジ
ソ
ジ
ャ
ン
に
至
る
ま
で
の
道
程
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
次
に
引
用
す
る
》
均
の
一
四
九

九
年
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
挙
兵
直
後
の
事
情
を
述
べ
た
記
事
に
よ
っ
て
分
か
る
。

　
陛
下
（
回
Q
。
ヨ
餅
．
ロ
）
の
即
位
以
後
、
ト
ル
コ
マ
ソ
諸
王
朝
、
そ
し
て
さ
ら
に
古
い
時
代
に
は
キ
ジ
ル
バ
シ
部
族
の
列
や
そ
の
軍
隊
に
加
わ
ら
ず
専
ら
自
ら

を
清
め
る
信
仰
心
篤
い
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ム
ガ
ー
ナ
ー
ト
竃
轟
9
ー
コ
蓼
、
エ
ブ
オ
グ
ル
諺
く
轟
目
（
〈
厚
く
£
5
、
タ
ー
リ
シ
ュ
↓
9
〈
巴
臓
、
カ
ラ
チ
ャ

タ
ー
グ
ρ
霞
窪
鋒
凋
、
ア
ル
シ
ャ
ク
》
融
㊤
ρ
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
》
a
ρ
げ
ロ
、
ギ
ー
ラ
ー
ソ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
達
の
う
ち
、
タ
ー
リ
シ
ュ
、
ア
ル
シ
ャ
ク
、

カ
ラ
チ
ャ
タ
ー
グ
の
も
の
た
ち
は
キ
ジ
ル
パ
シ
都
族
の
列
に
加
わ
っ
た
。
ユ
ズ
バ
シ
（
黛
き
寒
3
が
彼
ら
の
た
め
に
定
め
ら
れ
、
彼
ら
の
う
ち
の
何
人
か

が
コ
ル
チ
（
順
ミ
雪
嵐
苧
之
、
§
§
）
と
な
っ
た
。
そ
し
て
テ
ィ
ユ
ル
（
書
ミ
）
と
適
当
な
俸
給
（
ミ
§
ミ
讐
守
）
が
彼
ら
の
た
め
に
割
当
て
ら
れ
た
（
》
角
H
8
一
．

8
即
）
。

コルチ考（羽田）

　
こ
の
文
章
中
、
ス
ー
フ
ィ
ー
達
の
う
ち
か
ら
何
人
か
が
選
ば
れ
て
コ
ル
チ
と
な
っ
た
と
い
う
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
コ
ル
チ

は
キ
ジ
ル
バ
シ
の
各
部
族
集
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
時
代
の
史
料
に
既
に
「
ヴ
ァ
ル
サ
ー
ク
部
の
コ
ル
チ
　
禽
愚
㌣
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

§
蕊
8
」
、
「
ズ
ル
カ
ド
ル
部
の
コ
ル
チ
達
ミ
為
骨
§
占
§
ミ
ー
禽
ミ
」
な
ど
の
言
い
回
し
が
散
見
す
る
こ
と
は
か
っ
て
述
べ
た
が
、
タ
フ
マ
ス

プ
一
世
時
代
に
な
っ
て
も
事
情
は
全
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
い
ち
い
ち
引
用
し
な
い
が
、
史
料
は
随
所
で
「
～
部
の
コ
ル
チ
」
と
い
う
表
現
を

用
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ソ
時
代
以
来
の
伝
統
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
上
で
紹
介
し
た
》
庵
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
元
来
同
一
の
部
族
に
属
し
て
い
た
コ
ル
チ
グ
ル
ー
プ
の
長
と
し
て
ユ
ズ
バ
シ
職
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

定
め
ら
れ
た
。
　
「
一
部
の
コ
ル
チ
の
ユ
ズ
バ
シ
」
と
い
う
言
葉
が
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ
の
職
は
字
義
通
り
に
は
百
人
長
の
意
で
あ
る
が
、
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果
た
し
て
大
体
上
人
程
度
を
そ
の
配
下
に
持
っ
て
い
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
は
同
一
部
族
集
団
か
ら
選
ば
れ
た
コ

ル
チ
達
を
統
率
す
る
任
務
を
持
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
ユ
ズ
バ
シ
の
上
に
、
コ
ル
チ
全
体
の
長
と
し
て
コ
ル
チ
バ
シ
が
い
た
。
コ
ル
チ
軍
中
の
有
力
者
が
こ
の
職
に
つ
き
、
コ
ル
チ
に
対
す

る
そ
の
立
場
は
、

　
　
　
コ
ル
チ
バ
シ
が
コ
ル
チ
達
の
中
で
、
そ
し
て
国
家
の
柱
石
（
ミ
毎
9
1
帯
蝋
§
ミ
ミ
）
で
あ
る
各
ア
ミ
ー
ル
が
そ
の
民
と
部
族
（
亀
§
甚
ミ
鳶
）
の
中
で
偉
大

　
　
に
し
て
強
大
と
な
る
よ
う
…
…
（
後
略
）
。
（
日
｝
｝
や
も
。
Q
。
も
。
）

と
並
列
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ト
ル
コ
マ
ン
各
部
族
民
に
対
す
る
部
族
長
の
そ
れ
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ル
チ
軍
は
コ
ル
チ
バ
シ
を
頂
点
と
し
、
そ
の
下
に
各
部
族
出
身
の
コ
ル
チ
集
団
を
代
表
す
る
ユ
ズ
バ
シ
、
さ
ら
に
そ
の
下

に
一
般
の
コ
ル
チ
と
い
う
三
段
重
ね
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
以
前
、
即
ち
十
六
世
紀
に
お
け
る
コ
ル
チ
軍
の
兵
員
に
つ
い
て
は
三
つ
の
数
字
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
第

一
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
デ
ィ
ヤ
ー
ル
・
バ
ク
ル
∪
ぐ
斜
H
U
d
餌
ξ
総
督
カ
ラ
・
ハ
ン
・
ウ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ル
ー
ρ
震
魑
転
組
め
q
ω
鼠
ひ
ネ
㊤
筍
と
オ
ス

マ
ン
軍
と
の
一
五
一
六
年
五
月
の
戦
い
直
後
、
即
ち
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
軍
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
再
度
の
敗
戦
の
た
め
半
ば
壊
滅
状

態
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
こ
の
方
面
の
辺
境
総
督
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
へ
送
っ
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
軍
の
現
状
報
告
の
中
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
神
か
ら
見
放
さ
れ
た
る
シ
ャ
ー
の
コ
ル
チ
、
一
千
名
。
チ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
ー
ン
の
戦
い
の
折
に
は
三
千
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
千
七
百
名
と
な
り
、
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
は
一
千
名
で
あ
る
。
彼
は
七
百
名
減
員
し
た
。

　
第
二
の
数
字
は
上
述
の
一
五
三
〇
年
の
閲
兵
式
の
時
の
も
の
で
、
カ
ー
ジ
ー
・
ア
フ
マ
ド
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
コ
ル
チ
バ
シ
、
ド
ー
ラ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

・
ベ
グ
U
q
誌
ゆ
し
d
①
σ
q
は
五
千
人
の
コ
ル
チ
を
従
え
て
シ
ャ
ー
の
御
前
を
行
進
し
て
い
る
。
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
末
期
（
一
五
七
四
）
の
ア
レ
ッ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ン
ざ
り
も
こ
の
同
じ
五
千
人
と
い
う
数
字
を
挙
げ
て
い
る
。
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第
三
は
イ
ス
カ
ソ
ダ
ル
三
ソ
シ
あ
馨
で
・
タ
フ
マ
ス
プ
死
時
（
一
毛
六
）
・
宮
廷
に
は
四
千
吾
人
の
コ
ル
チ
が
い
た
と
い
わ

　
以
上
よ
り
こ
の
時
代
の
コ
ル
チ
軍
の
兵
員
は
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
時
代
初
期
三
千
人
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
チ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
ー
ン
の

戦
い
後
一
時
減
少
し
、
そ
の
後
ま
た
増
員
さ
れ
て
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
を
通
じ
て
お
よ
そ
五
千
人
程
度
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
よ
う
。

①
例
え
ば
〉
【
h
o
ド
①
鐡
い
虚
辞
℃
b
8
．

②
　
前
掲
拙
稿
三
七
頁
。

③
黛
§
寒
笥
蝿
帖
曳
＆
骨
ミ
㌣
帖
Q
＆
ミ
（
＞
h
が
♂
一
．
一
a
σ
ζ
勘
さ
嶺
碍
ミ
画
ー
ミ
疇
§
－

　
鷹
醤
義
碍
慧
蕊
慧
ミ
（
〉
剛
日
コ
ト
9
　
眺
O
一
・
　
b
5
Q
Q
切
暫
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

④
∵
炉
じ
d
9
8
鼠
6
旨
ヨ
ヨ
。
葺
憶
O
§
罵
§
鳶
職
吻
ミ
§
ミ
携
§
こ
ミ
嵩
管
§
砺
§

　
富
謡
§
、
鐸
§
軸
臆
憾
。
ミ
な
§
ミ
。
ミ
馬
純
、
韓
ミ
魯
ト
き
曳
塁
ミ
肋
亀
ミ
周
も
鴇
窪
い
§
ミ
9
ヤ

　
霧
憾
ミ
鴇
ミ
魯
昏
、
、
q
嵐
㊤
ミ
、
鴇
ミ
§
ぎ
証
恥
ト
勺
p
ユ
ω
這
○
。
O
℃
℃
・
卜
5
8
曲
0
8
チ
ャ

　
ル
デ
ィ
ラ
ー
ン
の
戦
の
折
の
三
千
と
い
う
数
字
は
今
回
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
な

　
か
っ
た
O
き
き
疑
ミ
ム
慰
ミ
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
前
掲

　
閃
α
芹
σ
o
ヨ
、
．
、
涛
。
α
q
8
『
ヨ
顔
郁
鵠
O
＜
o
；
、
巴
ε
コ
σ
q
、
．
ω
．
ω
⑤
参
照
。

⑤
　
属
↓
。
。
や
N
O
ω
．

⑥
≧
①
勇
奮
盛
誌
前
掲
書
二
二
六
頁
。

⑦
房
〉
〉
℃
や
H
凸
占
お
．

亙

コ
ル
チ
の
職
務
と
そ
の
報
酬

＝ルチ考（羽田）

　
以
前
筆
者
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
時
代
に
コ
ル
チ
が
近
衛
兵
と
し
て
果
た
し
て
い
た
職
務
を
検
討
し
、
主
な
も
の
と
し
て
次
の
四
点
を
挙

げ
た
。
O
戦
時
、
シ
ャ
ー
の
側
で
こ
れ
を
守
り
戦
う
こ
と
、
◎
シ
ャ
ー
の
命
に
よ
り
シ
ャ
ー
と
は
別
に
軍
事
行
動
を
と
る
こ
と
、
⇔
平
常
時
シ

ャ
ー
の
宿
所
、
宮
殿
を
警
備
す
る
こ
と
、
⑳
領
内
の
各
地
に
赴
き
、
シ
ャ
ー
の
命
を
伝
え
実
行
す
る
こ
と
、
こ
の
四
つ
の
基
本
的
職
務
は
、
タ

フ
マ
ス
プ
の
時
代
に
な
っ
て
も
全
く
変
わ
ら
ず
、
史
料
に
は
そ
の
実
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
い
ま
、
一
つ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
タ
フ
マ
ス

プ
麗
去
の
折
首
都
カ
ズ
ビ
ン
ρ
震
く
ヨ
の
宮
殿
に
い
た
コ
ル
チ
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
シ
ャ
ー
は
逝
き
、
キ
ジ
ル
バ
シ
諸
部
族
は
二
派
に
分
裂
し
て
い
る
。
両
グ
ル
ー
プ
共
に
彼
ら
だ
け
で
集
ま
っ
て
い
る
。
我
々
は
祝
福
さ
れ
た
る
宮
殿
と

　
　
　
ハ
レ
ム
、
シ
ャ
ー
の
名
誉
を
守
る
こ
と
を
何
よ
り
も
第
一
に
考
え
、
　
（
中
略
）
何
人
た
り
と
宮
殿
へ
の
出
入
を
認
め
な
い
。
（
日
｝
諺
℃
．
這
ω
）

彼
ら
コ
ル
チ
の
忠
実
さ
と
頑
な
な
態
度
が
こ
の
直
後
、
後
継
者
第
一
候
補
の
ハ
イ
ダ
ル
ー
・
・
ー
ル
ザ
ー
陪
塚
α
霞
皇
軍
鼠
の
暗
殺
と
イ
ス
マ

ー
イ
ー
ル
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
H
ω
B
似
、
ロ
鼠
口
母
の
即
位
と
い
う
事
態
を
招
く
こ
と
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
例
に
よ
り
コ
ル
チ
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が
宮
殿
警
備
の
任
を
忠
実
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
職
務
内
容
か
ら
も
諒
解
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ル
チ
集
団
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
皆
通
常
は
シ
ャ
ー
の
側
に
仕
え
る
常
備
軍
で

　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
遅
く
と
も
十
六
世
紀
三
十
年
代
の
末
ま
で
に
は
、
こ
れ
ら
宮
廷
に
仕
え
る
コ
ル
チ
達
の
う
ち
に
、
特
別
の
名
称
を
持
っ

た
少
数
の
エ
リ
ー
ト
が
登
場
し
て
く
る
。
　
「
弓
矢
の
コ
ル
チ
心
ミ
緊
急
勘
喰
貿
易
ミ
謎
§
」
「
簾
の
コ
ル
チ
ミ
愚
苧
慧
馬
ミ
ぎ
凸
「
剣
の
コ
ル
チ

ミ
蔵
㌣
鷺
旨
§
驚
己
「
天
蓋
の
コ
ル
チ
喝
ミ
前
鑑
徹
ミ
こ
な
ど
と
史
料
中
で
呼
ば
れ
て
い
る
人
達
が
そ
れ
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
は
、
　
「
弓

矢
の
コ
ル
チ
」
　
「
剣
の
コ
ル
チ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
か
ら
、
コ
ル
チ
軍
の
中
に
こ
れ
ら
の
武
器
で
武
装
し
た
諸
部
隊
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る

晦
・
こ
れ
は
少
燕
饗
解
釈
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
・
笙
に
・
こ
れ
ら
の
称
号
は
必
ず
一
人
の
コ
ル
チ
の
個
人
名
と
共
に
史
料
中
に
現
わ
れ
・

管
見
の
限
り
で
は
決
し
て
集
団
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
（
従
っ
て
腐
蔵
爵
§
と
い
う
複
数
形
で
は
現
わ
れ
な
い
こ
と
）
、
第
二
に
ロ
ー
ル

ボ
ー
ン
の
解
釈
で
は
「
天
蓋
の
コ
ル
チ
」
な
る
語
の
説
明
が
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
特
別
な
名
称
を
持
っ
た
コ
ル
チ
は
、

シ
ャ
ー
の
側
近
で
、
シ
ャ
ー
自
身
の
武
器
や
道
具
を
捧
げ
持
つ
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
、
殆
ん
ど
個
人
名
が

あ
が
ら
ず
単
に
「
コ
ル
チ
達
」
な
ど
と
史
料
中
に
記
さ
れ
る
一
般
の
コ
ル
チ
と
比
べ
て
、
上
述
の
名
称
を
持
っ
た
コ
ル
チ
は
必
ず
個
人
名
と
共

に
史
料
に
現
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
　
「
天
蓋
の
コ
ル
チ
」
は
、
シ
ャ
ー
の
側
で
天
蓋
を
支
え
て
い
た
コ
ル
チ
と
考
え
て
説
明
で
き
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
を
持
っ
た
コ
ル
チ
達
は
、
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
即
位
以
後
、
政
治
、
軍
事
な
ど
各
方
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
彼
ら
が
シ
ャ
ー
の
信
頼
厚
い
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
述
べ
る
こ

と
は
、
本
稿
の
扱
う
時
代
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

　
さ
て
以
上
の
如
き
職
務
を
持
っ
た
コ
ル
チ
は
そ
の
勤
務
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
報
酬
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ル
チ
が
受
取
っ
て

い
た
報
酬
に
つ
い
て
は
史
料
に
制
約
が
あ
り
明
ら
か
に
出
来
な
い
部
分
が
多
い
。
し
か
し
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
俸
給
（
§
§
勘
騰
U
）
を

受
取
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
俸
給
は
、
他
の
大
部
分
の
ト
ル
コ
マ
ソ
部
族
民
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
キ
ジ
ル
バ
シ
・
ア
ミ
ー
ル
か
ら
で

は
な
く
、
シ
ャ
ー
個
人
の
財
庫
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
コ
ル
チ
の
近
衛
兵
的
性
格
を
考
え
る
と
極
め
て
当
然
で
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コルチ考（羽田）

あ
ろ
う
。

　
一
五
七
八
年
、
居
所
の
シ
ー
ラ
ー
ズ
か
ら
首
都
カ
ズ
ビ
ン
に
到
着
し
た
新
シ
ャ
ー
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ホ
ダ
ー
バ
ソ
デ
は
、
彼
の
即
位
を
支
持

し
て
く
れ
た
全
て
の
老
に
報
い
る
た
め
、
宮
廷
の
宝
物
庫
の
扉
を
開
い
た
。
こ
の
時
、
少
な
く
と
も
十
年
来
全
く
俸
給
を
受
取
っ
て
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
コ
ル
チ
た
ち
は
、
一
挙
に
こ
の
全
期
間
の
俸
給
の
合
計
に
価
す
る
額
を
手
に
し
た
と
言
う
。
ま
た
、
一
五
三
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
タ

フ
マ
ス
プ
の
富
廷
に
滞
在
し
た
メ
ン
ブ
レ
も
、
シ
ャ
ー
が
、
多
い
も
の
で
年
間
三
十
ト
マ
ソ
、
少
な
い
も
の
で
四
1
五
ト
マ
ソ
の
俸
給
（
8
ミ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
コ
ル
チ
に
支
払
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
実
際
、
シ
ャ
ー
の
行
財
政
機
構
の
役
職
中
に
は
、
「
コ
ル
チ
の
ワ
ジ
ー
ル
」
「
コ
ル
チ
の
ム
ス
タ

　
　
　
⑥

ウ
フ
ィ
ー
」
と
い
う
コ
ル
チ
関
係
の
財
政
を
専
門
に
取
扱
う
特
別
職
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
し
か
し
、
同
時
に
、
上
述
の
シ
ャ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
論
功
行
賞
の
例
は
、
コ
ル
チ
が
家
族
に
加
え
て
何
人
か
の
従
者
を
も
養
い
な
が
ら
十

年
以
上
に
亘
っ
て
俸
給
を
全
く
手
に
す
る
こ
と
な
く
何
と
か
生
活
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
先
に
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
！

朝
国
家
の
創
設
期
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
一
世
時
代
初
期
に
ス
ー
フ
ィ
ー
達
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
軍
に
加
入
し
、
新
し
く
コ
ル
チ
が
任
命
さ
れ
た
と
す

る
≧
日
の
記
事
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
コ
ル
チ
達
に
俸
給
と
テ
ィ
ユ
ル
が
割
当
て
ら
れ
た
と
あ
っ
た
（
十
＝
貝
）
。
テ
ィ
ユ
ル
の
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
が
臣
下
へ
の
土
地
割
当
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
俸
給
以
外

に
こ
の
割
当
て
ら
れ
た
土
地
か
ら
の
収
入
も
コ
ル
チ
の
経
済
的
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
聞
違
い
あ
る
ま
い
。
即
ち
、
コ
ル
チ
の
報

酬
は
俸
給
と
テ
ィ
ユ
ル
の
二
本
立
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
一
団
の
コ
ル
チ
が
メ
シ
ェ
ド
の
嬰
廟
を
守
護
し
て
い
た
（
目
〉
〉
℃
』
O
ω
）
。
ま
た
、
　

裏
付
け
る
証
拠
の
一
つ
と
し
て
興
味
深
い
。
常
に
ペ
ル
シ
ア
語
形
（
こ
の
例
に
つ

　
ロ
ー
ル
ボ
ー
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
若
干
数
の
コ
ル
チ
は
、
タ
フ
マ
ス
プ

　
時
代
に
地
方
に
駐
屯
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鴫
ミ
職
骨
§
義
寄
ミ
§
．
Q
蟄
＆
⑤
鋤
早

　
国
造
鷺
量
鋤
遷
（
鵠
8
も
◎
　
℃
℃
■
　
ω
頓
ゆ
、
　
も
。
加
⑦
）
な
ど
の
語
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

②
　
霞
①
ヨ
σ
菰
前
掲
書
三
九
百
ハ
に
見
え
る
9
ミ
へ
帽
鴫
8
割
目
ミ
噛
八
く
。
貞
黛
ミ
Q
ミ
驚
鴇
）

　
の
語
が
管
見
の
限
り
最
も
早
い
。
な
お
こ
こ
で
メ
ン
ブ
レ
が
ト
ル
コ
語
形
を
記
録

　
し
て
い
る
こ
と
は
、
タ
フ
マ
ス
プ
治
下
の
ペ
ル
シ
ア
宮
廷
で
の
ト
ル
コ
語
使
用
を

い
て
言
え
ば
息
＆
㌣
鷺
葛
こ
い
神
§
ミ
9
N
）
し
か
現
わ
れ
な
い
ペ
ル
シ
ア
語
年
代
記

史
料
と
は
対
照
的
に
、
哲
人
の
記
録
に
は
十
七
世
紀
に
な
っ
て
も
こ
れ
ら
の
職
名

は
ト
ル
コ
語
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
Ω
■
即
．
畠
篇
気
節
話
”
時
無
ミ
§
、
匙
℃
ミ
題
ミ
“

N
＆
9
℃
9
覧
ω
一
Q
。
㊤
9
℃
．
b
。
劇
．
℃
●
し
ご
ぐ
ひ
良
ぎ
9
ミ
㍉
－
的
ミ
ま
M
評
ぞ
一
窪
一
①
刈
◎
。
℃
℃
℃
．
鱒
．
炉

卜
。
、
峯
文
章
語
と
し
て
の
ペ
ル
シ
ア
語
、
話
し
言
葉
と
し
て
の
ト
ル
コ
語
と
い
う
こ

の
時
代
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
両
言
語
の
特
性
が
よ
く
表
わ
れ
て
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い
る
例
で
あ
る
。

⑧
前
掲
ヵ
α
ξ
σ
o
琶
＼
．
カ
。
σ
q
8
璽
§
σ
q
巳
乙
＜
Φ
コ
’
・
巴
峠
…
礎
”
、
”
ω
。
亀
岡
δ
仲
①
露
O
’

④
　
↓
〉
〉
や
ト
⊃
邸
Q
O
．

⑤
　
三
①
ヨ
剛
）
み
前
掲
書
、
四
十
頁
。

⑥
こ
れ
ら
の
職
が
は
じ
め
て
史
料
に
現
わ
れ
る
の
は
、
管
見
で
は
「
コ
ル
チ
の
ワ

　
ジ
ー
ル
」
が
九
三
九
（
｝
五
三
二
一
三
三
（
年
（
甲
寄
。
・
や
b
。
・
。
窃
）
、
「
コ
ル
チ
の
ム
ス

　
タ
ク
フ
ィ
ー
」
が
九
四
九
（
～
五
四
三
一
四
三
）
年
（
〉
｛
8
p
翼
。
ド
一
＝
σ
）
で
あ
る
。

⑦
8
＞
〉
｝
）
」
島
●
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W
　
コ
ル
チ
の
政
治
的
役
割
と
社
会
的
地
位

　
こ
の
時
期
の
コ
ル
チ
集
団
が
果
た
し
た
政
治
的
役
割
を
知
る
に
は
、
こ
の
集
団
の
長
、
コ
ル
チ
バ
シ
の
動
向
を
調
査
し
て
み
る
の
が
最
も
適

当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
ま
ず
史
料
に
現
わ
れ
る
コ
ル
チ
バ
シ
を
ま
と
め
て
表
に
し
、
彼
ら
に
つ
い
て
知
り
う
る
こ
と
を
註
の
か
た
ち
で

整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
〔
蓑
〕
　
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
即
位
以
前
の
コ
ル
チ
バ
シ

年

代

765432189

九九九

七六五

五五五
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　11
　0九
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σ
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σ
Q
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ω
四
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ω
什
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ご
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σ
q
d
ω
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8
ρ
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U
費
9
1
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d
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q
円
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配
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鉱
創

∪
臼
9
b
ご
①
σ
q

U
巴
ρ
じ
d
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σ
Q

剛
霞
く
斜
口
ρ
4
し
d
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σ
q
円
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田
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巴
口
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脇
P
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質
げ
ρ
H
P
ヨ
9
α
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や
嵩
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や
お
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Q
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Q
O
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臣
日
（
ω
①
α
α
o
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）
や
b
⊃
ω
⑦
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・
。
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・
q
。
。
①

↓
H
属
h
O
一
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日
日
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O
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卜
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助
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ゐ
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U
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σ
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諺
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冠

ρ
口
躍
ゆ
Φ
α
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》
譲
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1
自

国
日
も
。
や
b
⊃
Q
◎
①

渚
O
諺
℃
・
ト
っ
ω
①
譲
日
ω
や
偽
自

国
↓
弱
や
切
Q
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刈
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〉
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や
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諺
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b
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諺
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O
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◎

コルチ考（羽国）

〔
表
註
〕

一
　
シ
ャ
…
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
即
位
以
前
か
ら
彼
に
随
き
従
う
「
ラ
ー
ヒ
ジ
ャ
ー
ン
の
ス
ー
フ
ィ
ー
」
の
一
人
。
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
父
、
ス
ル
タ
ン

　
・
ハ
イ
ダ
ル
ω
鉦
矧
口
d
ρ
琶
曽
の
血
の
復
讐
の
濡
物
バ
ル
サ
ラ
ー
ン
8
ρ
ぴ
貧
ω
貧
警
へ
派
遣
さ
れ
た
時
コ
ル
チ
バ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
拙
稿
「
サ

　
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
成
立
」
毛
細
ー
四
三
頁
参
照
。
）
こ
れ
が
唯
一
彼
が
コ
ル
チ
バ
シ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
例
で
、
五
位
年
、
退
位
年
と
も
不
明
。

2
　
セ
イ
ボ
リ
ー
は
、
こ
の
年
こ
の
人
物
が
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
濁
．
冨
●
ω
帥
く
。
巴
ざ
．
．
日
げ
Φ
唱
冒
。
首
巴
。
臼
8
。
。
o
P
財
。
切
既
ρ
鼠
山
。
。
3
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
α
母
ぢ
σ
q
夢
。
同
鉱
σ
q
昌
。
断
H
ω
白
2
1
．
同
一
囲
（
同
㎝
O
H
I
一
㎝
卜
⊃
膳
）
．
、
矯
し
目
い
O
箆
自
己
㍉
㊤
①
ρ
℃
」
O
H
）
。
し
か
し
彼
が
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
⑦
ミ
ミ
罫
§
騒
の

　
該
当
頁
に
そ
の
よ
う
な
記
事
は
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
人
物
の
名
が
コ
ル
チ
バ
シ
の
称
号
を
伴
っ
て
史
料
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て

　
本
表
で
は
か
っ
こ
を
付
す
。

3
　
こ
の
人
物
は
チ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
ー
ン
の
戦
い
で
戦
死
す
る
が
、
こ
の
時
コ
ル
チ
バ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
が
い
つ
コ
ル
チ
バ
シ
と
な
っ
た
か
は
全
く

　
不
明
で
あ
る
。

4
　
こ
の
人
物
が
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
っ
た
時
期
も
不
明
で
あ
る
。
彼
の
名
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ル
コ
語
文
書
の
中
に
現
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
O
h

　
旨
「
い
・
じ
d
㊤
o
ρ
口
④
O
舜
ヨ
欝
。
づ
什
讐
．
．
q
昌
Φ
＝
珍
。
α
、
ひ
ヨ
貯
。
。
8
翁
ひ
諏
冨
審
く
。
｝
蒜
q
。
Φ
⇒
嶺
ま
．
、
り
防
ミ
盛
＆
守
§
融
ミ
闘
詩
し
り
♂
憎
℃
や
Φ
？
り
刈
」
O
ρ
答
層
O
ミ
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
§
§
跳
ミ
防
ミ
冨
ミ
§
恥
§
“
§
苺
富
§
防
寒
N
§
§
、
鈍
℃
胃
一
ω
一
㊤
。
。
O
℃
・
匁
P
⇒
。
梓
①
①
ま
・
筆
者
は
、
こ
の
人
物
が
タ
フ
マ
ス
プ
時
代
に
§
｝
ミ
嵐
ミ
鼠
蕊

　
と
な
る
パ
ド
ル
・
ベ
グ
・
ウ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ル
ー
じ
d
9
費
し
U
Φ
σ
q
¢
。
・
翁
σ
詠
巴
潮
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
実
際
、
シ
ュ
メ
ル
は
、
典
拠
を

　
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
パ
ド
ル
・
ベ
グ
に
コ
ル
チ
バ
シ
の
称
号
を
付
し
て
い
る
。
団
・
Q
α
邸
∋
①
土
層
鳶
竃
§
ミ
馬
§
N
§
む
ミ
ミ
義
ミ
鷺
執
溝
、

　
§
題
§
§
」
“
§
§
ミ
『
一
ミ
ミ
ミ
§
§
§
ミ
”
》
昌
閑
騨
¢
δ
冨
℃
・
朝
○
。
参
照
。
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5
　
こ
の
人
物
は
、
当
時
の
ワ
キ
ー
ル
、
チ
ュ
ー
バ
・
ス
ル
タ
ン
・
タ
ッ
カ
ル
ー
O
ロ
匿
ω
巳
叶
9
1
路
日
ρ
縛
巴
口
と
衝
突
し
、
ジ
ャ
ー
ム
0
9
ー
ヨ
の
戦
い
の

　
前
に
殺
さ
れ
る
。

6
　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
人
物
が
こ
の
年
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
で
の
閲
兵
式
の
時
コ
ル
チ
軍
を
率
い
て
い
る
。

7
　
史
料
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
綴
字
が
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
の
名
が
6
の
ド
ー
ラ
ー
ク
・
ベ
グ
と
同
一
の
人
物
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
人

　
物
は
一
五
三
一
年
の
タ
ッ
カ
ル
ー
部
と
シ
ャ
ー
ム
ル
i
部
の
内
戦
の
折
、
混
乱
の
中
で
殺
さ
れ
る
。

8
　
一
五
三
一
年
に
タ
ッ
カ
ル
ー
部
が
弾
圧
さ
れ
た
後
オ
ス
マ
ン
側
へ
寝
返
っ
た
ウ
ラ
ー
マ
・
タ
ッ
カ
ル
ー
d
醸
ヨ
㊤
↓
ρ
園
航
送
q
の
動
き
を
探
る
た
め
に

　
シ
ャ
ー
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
の
が
こ
の
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
る
。

9
　
6
日
に
は
部
族
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
部
族
名
は
シ
ュ
メ
ル
前
掲
書
九
五
頁
に
よ
る
。

10

@
こ
の
人
物
が
コ
ル
チ
バ
シ
の
称
号
を
伴
っ
て
史
料
に
引
用
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
年
掛
が
ア
ル
カ
ー
ス
ー
ミ
ー
ル
ザ
ー
と
ρ
留
乾
臨
鼠
（
タ
フ
マ
ス
プ

　
の
弟
）
と
共
に
当
時
の
ワ
キ
…
ル
、
フ
サ
イ
ソ
・
ハ
ン
・
シ
ャ
ー
ム
ル
ー
朝
霧
ミ
p
二
八
ω
帥
巳
口
を
処
刑
す
る
時
が
初
め
て
で
あ
る
。
以
後
各
地

　
へ
の
遠
征
軍
の
参
加
人
物
リ
ス
ト
の
中
に
し
ば
し
ば
こ
の
人
物
の
名
を
黒
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

11

@
当
日
に
よ
れ
ば
セ
ヴ
ソ
ド
ー
ク
・
ベ
グ
ω
餌
毒
＆
口
ぼ
し
U
。
σ
q
の
死
は
九
七
〇
年
ラ
ビ
ー
第
二
月
一
日
（
一
五
六
二
年
十
二
月
二
七
日
）
、
Z
Q
諺
は
こ

　
れ
を
九
六
九
年
同
月
同
日
（
一
五
六
二
年
一
月
七
日
）
の
こ
と
と
す
る
。
ど
の
史
料
に
も
彼
の
後
継
老
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

12

@
国
8
は
こ
の
人
物
が
こ
の
年
コ
ル
チ
パ
シ
の
ポ
ス
ト
を
離
れ
た
と
す
る
が
、
＞
h
日
博
巻
末
の
高
官
リ
ス
ト
で
は
、
タ
フ
マ
ス
プ
の
死
去
時
（
一
五
七

　
六
）
相
変
わ
ら
ず
こ
の
ア
フ
マ
ド
・
ベ
グ
が
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
h
o
一
●
b
⊃
刈
㎝
げ
）
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
判
断
す
る
術
は
な
い
。

13

@
日
諺
跨
は
こ
の
人
物
が
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
心
意
時
代
（
一
五
七
六
一
七
八
）
に
コ
ル
チ
バ
シ
と
な
っ
た
と
す
る
が
実
際
の
行
動
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

14

@
こ
の
人
物
も
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
ニ
世
治
下
で
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
彼
の
名
は
こ
の
一
度
だ
け
し
か
史
料
に
現
わ
れ
ず
、
二
年

　
足
ら
ず
の
イ
ス
マ
…
イ
ー
ル
ニ
世
時
代
、
以
後
は
コ
ル
チ
バ
シ
と
し
て
1
5
の
タ
リ
ー
・
ベ
グ
の
名
が
規
わ
れ
る
。
従
っ
て
1
4
の
ア
ッ
ラ
ー
・
タ
リ
ー
・

　
ベ
グ
と
1
5
の
タ
リ
ー
・
ベ
グ
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

15

@
こ
の
人
物
は
シ
ャ
ー
・
イ
ス
マ
ー
イ
…
ル
ニ
世
時
代
に
コ
ル
チ
バ
シ
と
な
り
、
こ
の
王
の
変
死
に
立
会
う
。
四
代
シ
ャ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
壷
飾
マ

　
フ
デ
・
エ
ヴ
リ
ヤ
ー
の
摂
政
時
代
、
彼
は
一
時
的
に
コ
ル
チ
バ
シ
の
職
を
免
じ
ら
れ
、
イ
ス
カ
ソ
ダ
ル
・
ス
ル
タ
ン
巨
＄
＆
貧
ω
巳
矧
ロ
な
る
人
物
が

　
そ
の
職
を
占
め
る
（
一
四
寓
　
h
O
一
●
　
H
①
9
）
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
も
一
つ
の
原
因
と
な
り
、
タ
リ
ー
・
ベ
グ
は
そ
の
直
後
に
起
こ
る
皇
后
暗
殺
の
陰
謀
に
加
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わ
る
こ
と
と
な
る
。
一
五
八
五
年
、
皇
太
子
ハ
ム
ザ
ー
・
・
ー
ル
ザ
…
叔
伊
ヨ
N
ρ
駕
冒
N
9
1
に
率
い
ら
れ
た
サ
ブ
”
ノ
ヴ
ィ
ー
軍
が
オ
ス
マ
ン
軍
の
立
籠
る
タ

ブ
リ
ー
ズ
誠
を
包
囲
し
た
折
、
タ
リ
ー
・
ベ
グ
は
そ
の
子
と
共
に
突
然
オ
ス
マ
ン
側
に
投
降
す
る
。
日
》
》
の
著
者
イ
ス
カ
ソ
ダ
ル
・
ム
ン
シ
ー
は
、

ハ
ム
ザ
・
ミ
ー
ル
ザ
ー
の
母
、
皇
后
マ
フ
デ
・
エ
ヴ
リ
ヤ
ー
を
絞
殺
し
た
こ
と
に
対
す
る
ハ
ム
ザ
の
怒
り
を
お
そ
れ
て
の
結
果
で
あ
っ
た
と
言
う
（
目
跨
〉

や
認
O
）
。

　
以
上
の
コ
ル
チ
バ
シ
達
の
動
向
を
ま
と
め
て
み
る
と
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
事
実
に
気
付
く
。

　
ま
ず
、
各
コ
ル
チ
バ
シ
の
記
載
年
、
退
位
年
が
明
確
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
上
表
に
お
け
る
年
代
は
各
コ
ル
チ
バ
シ
の
名
が
は
じ
め
て
史
料

に
引
用
さ
れ
る
年
代
で
あ
っ
て
、
就
道
書
の
そ
れ
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
コ
ル
チ
バ
シ
の
職
に
あ
っ
た
者
が
史
料
に
現
わ
れ
る
機
会
は
極
め
て

限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
時
に
は
誰
が
コ
ル
チ
バ
シ
で
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
時
期
も
あ
る
。
　
（
例
え
ば
一
五
一
四
年
の
チ
ャ
ル

デ
ィ
ラ
ー
ン
の
戦
い
以
後
や
一
五
六
二
年
の
セ
ヴ
ン
ド
ー
ク
・
ベ
グ
の
死
後
。
）
こ
れ
は
、
ワ
キ
ー
ル
、
大
ア
ミ
ー
ル
、
サ
ド
ル
招
臼
な
ど
当

時
の
重
要
官
職
に
あ
っ
た
人
物
が
史
料
に
再
三
登
場
し
、
そ
の
交
代
も
確
実
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
コ
ル
チ
バ
シ
職

が
当
時
の
最
重
要
官
職
で
は
な
く
、
政
治
的
役
割
も
相
対
的
に
低
か
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
一
例
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
上
表
中
幾
人
か
の
コ
ル
チ
パ
シ
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
よ
っ
て
綴
字
に
異
同
が
あ
り
、
確
実
な
名
前
が
不
明
で
あ
る
。
6
、
7
の
人

物
の
例
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
有
力
な
キ
ジ
ル
バ
シ
ア
ミ
ー
ル
名
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
不
明
瞭
さ
は
全
く
な
く
、
こ
れ
ま

た
こ
の
時
期
の
コ
ル
チ
バ
シ
が
政
治
的
、
社
会
的
に
か
な
り
限
定
さ
れ
た
力
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
、
九
四
〇
（
一
五
三
三
－
三
四
）
年
、
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
が
、
キ
ジ
ル
バ
シ
部
族
同
士
の
内
乱
の
末
最
後
に
残
っ
た
実
力
者
で
大
ア

ミ
ー
ル
の
フ
サ
イ
ン
・
ハ
ン
・
シ
ャ
ー
ム
ル
ー
を
処
刑
し
て
実
権
を
掌
握
す
る
ま
で
の
期
間
の
コ
ル
チ
バ
シ
と
大
ア
ミ
ー
ル
の
各
々
の
出
身
部

族
に
関
し
て
鮮
や
か
な
連
関
性
が
認
め
ら
れ
る
。
0
9
1
図
9
ω
巳
鵠
P
切
帥
饗
N
蜀
ω
三
日
似
P
囚
騨
℃
9
閃
ω
巳
萄
ロ
と
ウ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ル
！
部
出
身

の
三
人
が
相
次
い
で
大
ア
ミ
ー
ル
と
な
っ
た
時
期
（
一
五
一
四
1
二
六
）
、
　
コ
ル
チ
バ
シ
は
3
、
4
の
ウ
ス
タ
ー
ジ
ャ
ル
ー
部
出
身
者
、
チ
ュ
ー

バ
・
ス
ル
タ
ン
・
タ
ッ
カ
ル
ー
の
覇
権
時
代
（
一
五
二
七
－
三
一
）
は
5
・
6
の
タ
ッ
カ
ル
ー
部
コ
ル
チ
バ
シ
、
フ
サ
イ
ン
・
ハ
ン
・
シ
ャ
ー
ム
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ル
ー
が
大
ア
ミ
：
ル
の
ポ
ス
ト
を
占
め
て
い
た
期
間
は
（
一
五
三
一
一
三
四
）
8
の
ハ
リ
ー
フ
ァ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
ム
ル
ー
が
コ
ル
チ
バ

シ
で
あ
っ
た
。
大
ア
ミ
ー
ル
の
直
接
の
影
響
下
で
コ
ル
チ
バ
シ
人
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
コ
ル
チ
バ
シ
は
、

国
政
の
第
一
人
者
、
大
ア
ミ
ー
ル
の
偲
偏
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
コ
ル
チ
バ
シ
自
身
の
政
治
的
影
響
力
が
極
め
て
制
限

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
大
ア
ミ
ー
ル
、
チ
ュ
ー
バ
・
ス
ル
タ
ン
と
衝
突
し
た
コ
ル
チ
バ
シ
、
タ
タ
ー
ル
・
オ
グ
ル

が
容
赦
な
く
処
刑
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
事
実
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
の
コ
ル
チ
バ
シ
の
行
動
と
し
て
史
料
か
ら
抽
出
出
来
る
の
は
断
片
的
な
軍
事
行
動
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
シ
ャ

ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
以
前
、
十
六
世
紀
の
コ
ル
チ
バ
シ
の
性
格
を
考
え
る
際
に
見
逃
が
す
こ
と
の
出
来
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
活
躍

の
場
は
主
と
し
て
軍
事
的
舞
台
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ッ
バ
ー
ス
一
世
即
位
以
前
の
コ
ル
チ
パ
シ
の
政
治
的
重
要
性
は
、
史
料
上
で
検
討
す
る
限
り
決
し
て
高
く
は
な
い
。
他
の

キ
ジ
ル
バ
シ
有
力
ア
ミ
ー
ル
（
大
ア
ミ
ー
ル
や
各
部
族
の
長
）
が
政
治
、
軍
事
両
面
で
活
躍
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
コ
ル
チ
バ
シ
、
そ
し
て

そ
の
部
下
で
あ
る
コ
ル
チ
達
の
活
動
の
舞
台
は
、
近
衛
兵
と
し
て
の
日
常
的
職
務
を
別
に
す
れ
ば
、
軍
事
面
に
限
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
コ
ル
チ
が
近
衛
兵
と
し
て
シ
ャ
ー
の
側
近
く
で
仕
え
、
シ
ャ
ー
自
身
か
ら
そ
の
報
酬
を
得
て
い
た
と
す
る
と
、
シ
ャ
ー
と
コ
ル
チ
の

間
に
あ
る
種
の
相
互
信
頼
関
係
が
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
、
　
　
我
々
の
軍
と
ア
ミ
…
ル
達
は
バ
ー
イ
ボ
ル
ド
切
勘
）
、
げ
目
自
と
エ
ル
ジ
ン
ジ
ャ
ン
に
お
り
、
コ
ル
チ
以
外
に
誰
も
私
の
側
に
い
な
か
っ
た
。
（
日
日
や
①
卜
。
刈
）

こ
れ
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
ス
レ
イ
マ
ソ
大
帝
と
の
相
次
ぐ
戦
い
で
窮
地
に
陥
っ
て
い
た
当
時
の
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
の
言
葉
で
あ
る
。
コ
ル
チ

軍
は
常
に
シ
ャ
ー
が
最
後
に
頼
る
兵
力
で
あ
っ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
王
は
部
族
長
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
彼
と
血
縁
関
係
を
持
っ
た
人
々

か
ら
構
成
さ
れ
る
信
頼
に
足
る
十
分
な
兵
力
を
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
部
族
連
合
と
、
そ
の
前
後
幾
つ
か
の
王
朝
で

や
は
り
軍
事
力
の
根
幹
と
な
っ
た
そ
れ
以
外
の
部
族
連
合
と
の
間
の
大
き
な
差
異
で
あ
る
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
先
立
つ
黒
羊
朝
、
白
羊
朝
、

そ
し
て
後
の
カ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
な
ど
の
部
族
連
合
の
頂
点
に
立
つ
君
主
た
ち
は
皆
、
同
時
に
部
族
長
で
も
あ
っ
た
。
近
衛
兵
が
別
に
存
在
し
た
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と
は
い
え
、
彼
ら
は
自
己
の
部
族
と
い
う
必
要
最
小
限
の
兵
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
王
朝
の
君
主
が
そ
の
近
衛
兵
に
依
存
す
る
度

合
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
国
家
に
お
け
る
コ
ル
チ
軍
団
の
特
殊

性
の
一
つ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
か
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
シ
ャ
ー
と
コ
ル
チ
間
の
信
頼
関
係
の
存
在
を
明
確
に
示
す
一
事
例
が
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
ム
ン
シ
ー
に
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
一
五
八
八
年
、
シ
ャ
ー
・
ア
ヅ
バ
ー
ス
が
、
そ
の
師
傅
で
あ
り
摂
政
で
も
あ
っ
た
ム
ル
シ
ー
ド
・
タ
リ
ー
・
ハ
ン
・
ウ
ス
タ

ー
ジ
ャ
ル
ー
蜜
葺
踏
争
ρ
巳
岡
如
9
d
ω
げ
轟
㊤
冨
を
暗
殺
し
、
実
権
を
握
っ
た
直
後
、
当
時
首
都
カ
ズ
ビ
ソ
の
知
事
で
あ
っ
た
ム
ハ
ソ
マ
ド
・
シ

ャ
リ
！
フ
・
ハ
ン
・
チ
ャ
ヴ
シ
ュ
ル
i
冒
¢
ザ
費
日
ヨ
㊤
創
ω
ρ
嵩
曲
面
帥
⇔
O
似
く
償
鰹
口
が
ギ
ー
ラ
ー
ン
の
一
土
豪
ハ
ソ
・
ア
フ
マ
ド
侮
一
口
｝
ザ
匿
騨
α

の
も
と
へ
逐
電
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

　
　
　
こ
の
人
物
は
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
の
弓
矢
の
コ
ル
チ
（
順
ミ
鰍
㍗
ミ
軸
㌶
恕
隷
§
鳶
菖
で
あ
っ
た
ハ
ー
ー
ー
ド
・
ベ
グ
弧
巴
己
し
d
。
σ
Q
げ
．
綴
ロ
ω
p
団
p
ω
Φ
σ
q
の

　
　
息
子
で
あ
り
、
マ
ス
：
ム
・
ベ
グ
・
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
…
鍔
騨
．
寄
事
切
Φ
σ
q
留
臨
く
固
の
娘
の
子
で
あ
っ
た
。
陛
下
の
恩
寵
を
う
け
父
祖
伝
来
の
職
（
§
§
黎
？
帖

　
　
§
9
ミ
蕊
噛
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
偉
大
な
る
雄
旗
が
ホ
ラ
ー
サ
ー
ソ
へ
向
け
て
出
発
す
る
折
、
ム
ル
シ
…
ド
・
タ
リ
ー
・
ハ
ン
が
彼
に
ハ
ソ
の
位
と
カ

　
　
ズ
ビ
ソ
の
知
事
職
を
授
け
、
彼
の
職
を
甥
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ス
ル
タ
ン
・
ク
ー
ト
ヴ
ァ
ー
ル
属
¢
ザ
帥
ヨ
頃
缶
α
も
り
三
縞
昌
国
q
け
く
鯛
一
に
与
え
た
。
彼
は
ム
ル

　
　
シ
ー
ド
．
タ
リ
ー
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
、
野
心
を
持
ち
出
世
を
望
ん
で
、
陛
下
に
仕
え
る
こ
と
を
や
め
、
父
祖
伝
来
の
職
を
捨
て
て
知
事
職
と
ハ
ン
位
を

　
　
選
ん
だ
。
そ
し
て
シ
ャ
ー
の
軍
が
帰
還
す
る
ま
で
カ
ズ
ビ
ン
の
知
事
を
務
め
た
。
こ
の
年
（
九
九
八
…
一
五
八
九
－
九
〇
）
の
初
め
に
、
恩
寵
を
失
な
つ

　
　
た
と
い
う
印
は
何
も
な
か
っ
た
の
に
、
憶
病
な
る
裏
切
り
の
結
果
御
意
に
反
し
て
御
前
を
去
っ
て
い
た
の
で
、
恐
怖
か
ら
数
人
の
従
者
、
取
り
巻
き
と
共

　
　
に
カ
ズ
ビ
ソ
か
ら
逃
亡
し
た
。
（
日
〉
臣
や
自
。
。
）

主
人
公
ム
ハ
ソ
マ
ド
・
シ
ャ
リ
ー
フ
は
シ
ャ
ー
と
の
間
の
個
人
的
信
頼
関
係
を
捨
て
て
実
力
者
ム
ル
シ
ー
ド
・
タ
リ
ー
・
ハ
ソ
の
命
に
従
い
出

世
を
望
ん
だ
た
め
に
こ
の
実
力
者
の
暗
殺
画
す
べ
て
を
失
な
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
裏
件
の
大
略
で
あ
る
が
、
シ
ャ
ー
と
コ
ル
チ
の

間
に
存
在
し
た
親
密
な
相
互
信
頼
関
係
の
よ
く
分
か
る
例
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
看
過
さ
れ
が
ち
な
こ
の
関
係
は
、
実
は
コ
ル
チ
の
性
格
を
規

定
す
る
重
要
な
一
要
素
で
あ
り
、
の
ち
に
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
こ
の
信
頼
関
係
を
利
用
し
て
軍
制
の
改
革
を
推
し
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
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ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
上
述
の
事
件
か
ら
こ
れ
以
外
に
も
コ
ル
チ
と
い
う
職
に
関
し
て
幾
つ
か
の
興
味
深
い
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
一
つ
は
こ
の
職
が
世
襲
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
父
祖
伝
来
の
職
（
ミ
§
蕊
魯
－
こ
蓉
ミ
＆
画
）
と
い
う
語
が
こ
れ
を
証
明

し
て
い
る
。
コ
ル
チ
で
あ
っ
た
人
物
の
個
人
名
が
史
料
に
登
場
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
（
i
こ
の
こ
と
自
体
、
コ
ル
チ
の
社
会
的
地
位
の

相
対
的
低
さ
を
暗
示
し
て
い
る
一
）
、
そ
の
家
族
関
係
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
、
年
代
記
史
料
だ
け
を
用
い
て
い
る
限
り
、
殆
ん
ど
不
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
語
が
史
料
に
現
わ
れ
る
以
上
、
あ
る
程
度
の
確
率
で
こ
の
職
が
親
か
ら
子
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
次
に
、
裏
切
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
リ
ー
フ
が
「
ハ
ン
」
の
称
号
に
魅
力
を
感
じ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
十
六
頁
の
コ
ル
チ
バ
シ
の
リ
ス

ト
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
る
と
彼
の
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
シ
ャ
1
・
ア
ッ
バ
ー
ス
時
代
以
前
の
コ
ル
チ
バ
シ
で
「
ハ
ン
」
の
称

号
を
持
つ
老
は
一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
一
人
を
除
い
て
全
員
が
、
「
ハ
ソ
」
「
ス
ル
タ
ン
」
に
次
い
で
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
軍
事
貴
族
の

第
三
階
級
称
号
に
す
ぎ
な
い
で
ヘ
グ
喜
し
か
所
有
し
て
い
な
や
軍
団
長
で
あ
る
コ
ル
チ
バ
シ
に
し
て
こ
れ
で
あ
る
か
ら
二
般
の
コ
ル
チ
は

こ
の
「
ベ
グ
」
号
さ
え
持
っ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ー
・
タ
フ
マ
ス
プ
の
コ
ル
チ
で
あ
っ
た
諺
6
の
著
者
如
器
窪
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

切
臼
導
缶
は
、
単
に
朝
霧
p
⇒
漏
口
q
巨
⇔
で
あ
っ
て
如
何
な
る
称
号
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
我
々
は
知
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
の
側
近
と
し
て
の
実
質
的
名
誉
は
別
と
し
て
、
公
の
称
号
に
よ
る
社
会
的
地
位
と
い
う
点
で
は
、
コ
ル
チ
の
そ
れ
は

他
の
キ
ジ
ル
バ
シ
・
ア
ミ
ー
ル
や
有
力
者
よ
り
数
段
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
①
　
但
し
、
今
回
部
分
的
に
し
か
使
用
で
き
な
か
っ
た
〉
ざ
愚
e
ミ
ミ
ー
＆
ミ
に
は
、
　
　
　
　
し
尊
①
α
q
（
や
霧
）
さ
ら
に
ρ
巳
一
煽
動
し
d
①
α
q
（
や
ω
2
）
と
も
写
さ
れ
て
お
り
、
或

　
　
一
ヶ
所
、
1
5
の
ρ
巳
同
切
Φ
σ
Q
が
ρ
巳
団
彊
9
と
記
さ
れ
て
い
る
（
自
費
ρ
筥
ヨ
p
師
　
　
　
　
い
は
ρ
三
同
弧
劉
ま
で
が
本
名
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

　
　
σ
・
踏
注
創
望
2
。
け
〉
＝
巴
回
冥
p
賞
コ
N
剛
、
≧
誌
§
ミ
袋
㍗
禽
ミ
喬
隔
ミ
黛
㍗
息
随
勾
①
α
．
　
　
　
　
こ
の
さ
禽
建
ミ
ミ
ー
＆
ミ
の
例
は
さ
ほ
ど
重
要
視
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　
　
H
・
潔
扇
ρ
炉
8
①
落
夷
⇒
お
㎝
ρ
℃
．
。
。
q
）
。
し
か
し
同
史
料
の
別
の
個
所
で
は
ρ
昌
高
　

②
＞
8
℃
℃
・
合
押
愈
ρ
〉
自
・
・
哨
巳
・
霊
雪
・
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お
　
わ
　
り
　
に

　
冒
頭
で
設
定
し
た
二
つ
の
課
題
の
解
明
の
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
前
半
期
十
六
世
紀
の
史
料
に
現
わ
れ
る
「
コ
ル
チ
」
が
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
時
代
と
同
じ
く
近
衛
兵
を
意
味
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
後
、
コ
ル
チ
集
団
が
ど
の
よ
う
な
特
微
を
持
ち
、
こ
の
時
代
の
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
国
家
体
制
の
中
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
具
体
的
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
集
団
が
サ
フ

ァ
ヴ
ィ
ー
朝
軍
事
力
の
根
幹
た
る
ト
ル
コ
マ
ソ
部
族
を
中
心
と
し
た
各
遊
牧
集
団
か
ら
選
ば
れ
、
近
衛
兵
と
し
て
の
職
務
に
携
っ
て
い
た
こ
と
、

兵
員
数
は
こ
の
時
代
を
通
じ
て
五
千
人
を
越
え
な
か
っ
た
こ
と
、
報
酬
は
俸
給
と
テ
ィ
ユ
ル
の
二
本
立
て
で
、
シ
ャ
ー
の
財
庫
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
シ
ャ
ー
と
の
問
に
個
人
的
相
互
信
頼
関
係
は
存
在
し
た
が
、
そ
の
社
会
的
、
公
的
地
位
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
ず
、

そ
の
政
治
的
役
割
も
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ル
チ
軍
の
基
本
的
性
格
の
幾
つ
か

は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
か
ら
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
我
々
は
こ
こ
に
前
期
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
国
家
の
遊
牧
民
的
性
格

の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
一
五
八
八
年
、
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
実
権
掌
握
と
と
も
に
コ
ル
チ
軍
団
に
一
大
転
機
が
訪
れ
る
。
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
改
革
の
開

始
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
、
考
察
を
加
え
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
前
期
コ
ル
チ
軍
団
は
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
政
治
史
の
表
舞
台
に
華
々

し
く
登
場
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
ア
ヅ
パ
ー
ス
の
改
革
に
伴
う
、
か
か
る
変
化
、
並
び
に
そ
れ
が
有
す
る
意
義
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
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術
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∩
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宝
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The　Qur6i： A　Study　on　the　lranian　lmperial　GuardS

　　　in　the　16th　Century

by

Tadashi　Haneda

　　Among　the　terms　of　Turko．Mongolian　origin　used　duringもhe§afav1

dynasty，　there　appears　the　word“qur6i”．　Although　th圭s　term　appears

frequently　in　documents　of　that　per圭od，　scholars　are　not　yet圭n　agree－

ment　as　toユts　me鋤磁9．

　　The　a圭m　of　th量s　work　is　firstly　to　conform　that“qur6i”，　before　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
reformation　perfor皿ed　by　Sah‘Abb浸s　at　the　end　of　the　16th　century，

meant　the　Imper1al　Guards；and　secondly，　to　examine　as　exhaustively

as　pos圭ble　the　character　of　the‘‘qur6i”army　of　those　days，　thereby

provid短g　some　idea　of　what　the‘‘qur6i”army　was　like　as　a　whole．

　This　investigation　will　show　that　the‘‘qur61”represented　a　clear

manifestation　of　the　normadic　trad圭tion，　which　was　still　alive　even　as

late　as　the＄afavi　dynasty；it　wi1玉at　the　same　time　provide　evidence

regarding　what　type　of　change　occurred　to　the“qur6至”in　theξ；ah

‘Abbas’s　reformation．

Kanto・moslzitzt8’i関東申次and　In・denso院伝奏：

　　　Their　Establishment　and　Developement

by

Kei　Mikawa

　　1　will　consider　the　establishment　of　two　politicaHnstitutions，　Kanto－

moshitugi関東申次and加・4θ％80院伝奏，　from　early　K：amakura鎌倉period

when　they　appeared；　the　former　was　an　important　one　in　lmperial

Court　after　middle　Kamakura　period，　the　latter　played　a　gireat　role

between　the　lmperial　Court　and　the　Shogunate　Government．　There

are　fewer　studies　of　political　institutions　of　the　Irnpeエ’ial　Court　in

（486）




